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令和７年（2025年）４月24日

式天龍保育所入園

４月４日㈮に、天龍小学校、天龍中学校の入学式が開かれました。
今年度の新入生は、小学校が男子２名・女子１名、中学校は男子２名・女子１名です。天候
にも恵まれ、とても穏やかな雰囲気の中で行われました。小学生は期待に胸を膨らませ元気な
姿を、中学生は制服に包まれ少し緊張した姿を見せてくれました。今後の成長を期待しつつ、
地域一丸となり子どもたちを見守りましょう。
また入学式終了後、村長より児童生徒一人一人に入学祝品と、小学生には村より緑化木のシャ
クナゲ、飯田信用金庫よりハンカチ、興亜エレクトロニクス㈱より防犯ブザーが贈呈されました。
 

 

 

４月３日㈭に、新しいお友達２名を迎え全園児16名
で元気よく新年度がスタートしました。よく食べ、よ
く寝て、よく遊び、心も身体も大きくなります。地域
のみなさんも是非遊びに来てください。

　
村
で
は
令
和
６
年
の
天
龍
村

の
龍
の
つ
く
辰
（
龍
）
年
を
記

念
し
、
郵
便
ポ
ス
ト
へ
村
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
募
集
し
た
図
柄

デ
ザ
イ
ン
案
を
基
に
ラ
ッ
ピ
ン

グ
す
る
事
業
を
郵
便
局
と
連
携

し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
村
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
応

募
い
た
だ
い
た
33
点
の
中
か
ら

選
考
し
た
６
点
の
作
品
を
住
民

投
票
し
、
そ
の
結
果
を
基
に
６

天龍小学校
入学式

天龍中学校
入学式

天龍小学校
入学祝品贈呈

天龍中学校
入学祝品贈呈

天龍小学校 天 中学校龍 入学式

作
品
す
べ
て
の
図
柄
デ
ザ
イ
ン

案
を
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
３
月
21
日
㈮
に
、
図
柄
デ
ザ

イ
ン
案
を
採
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
６
人
の
み
な
さ
ん
の
表
彰

式
と
ラ
ッ
ピ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
を

行
っ
た
郵
便
ポ
ス
ト
の
除
幕
式

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
デ
ザ
イ
ン
案
を
応
募
い
た
だ

き
ま
し
た
み
な
さ
ん
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
表
彰

さ
れ
た
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
是
非
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
に
よ
り

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
郵
便
ポ
ス
ト

を
ご
覧
願
い
ま
す
。

辰
年
記
念

表彰式・除幕式での記念撮影の様子（役場郵便ポスト前）

最
優
秀
賞
　
熊
谷
よ
し
江 

様
（
東
原
Ａ
）

優
　
秀
　
賞
　
鈴
木
　
喜
香 

様
（
松
島
）

優
　
秀
　
賞
　
前
田
　
美
沙 

様
（
中
井
侍
）

優
　
秀
　
賞
　
伊
藤
　
芙
優 

様
（
東
原
Ｂ
）

優
　
秀
　
賞
　
内
藤
　
悠
太 

様
（
西
原
）

優
　
秀
　
賞
　
内
藤
　
有
香 

様
（
西
原
）
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第
１
回
臨
時
会
が
、
１
月
15

日
㈬
に
開
催
さ
れ
、
左
記
の
議

案
に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

○
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
等
の
整
備
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
民
間
給
与
と
の
均

衡
を
図
る
た
め
、
国
家
公
務
員

の
給
与
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
、
議
会
議

員
及
び
常
勤
特
別
職
に
つ
い
て

は
、
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を

改
正
し
、
一
般
職
職
員
に
つ
い

て
は
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当

の
支
給
割
合
と
給
料
月
額
を
、

そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
改
正
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
学
校
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
天
龍
村
学
校
職
員

の
村
費
講
師
給
料
に
関
し
て

は
、
長
野
県
教
育
職
給
料
表
と

同
額
と
し
て
お
り
、
今
回
の
人

事
院
勧
告
に
伴
い
、
県
の
人
事

委
員
会
の
勧
告
を
準
拠
し
、
村

費
講
師
の
給
料
表
を
改
正
し
た

も
の
で
す
。

　
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
４

日
㈫
に
開
会
し
、
14
日
㈮
ま
で

の
11
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
内
容
は
、
刑
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、
懲
役

及
び
禁
錮
が
廃
止
さ
れ
、
拘
禁

刑
に
一
本
化
さ
れ
る
た
め
、
関

係
す
る
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

〇
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
昨
年
の
人
事
院
勧

告
を
踏
ま
え
、
職
員
の
職
務
や

職
責
を
重
視
し
た
給
料
表
の
見

直
し
や
、
満
55
歳
以
上
の
職
員

の
昇
給
及
び
扶
養
手
当
を
は
じ

め
と
し
た
各
手
当
の
見
直
し
な

ど
、
法
律
に
準
じ
て
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

〇
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理
に
関
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
法
律
の
改
正
に
よ

り
、
引
用
し
て
い
る
条
項
に
移

動
が
生
じ
た
た
め
、
関
係
す
る

条
例
に
つ
い
て
、
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

〇
天
龍
村
非
常
勤
消
防
団
員
に

係
る
退
職
報
償
金
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
法
律
の
改
正
に
準

じ
、
退
職
報
償
金
の
支
給
区
分

に「
35
年
」ま
で
の
区
分
を
追
加

す
る
よ
う
、改
正
さ
れ
ま
し
た
。

〇
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
毎
年
、
労
働
者
の

最
低
賃
金
の
見
直
し
が
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
非

常
勤
特
別
職
の
報
酬
に
つ
い
て

引
き
上
げ
る
よ
う
、
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

〇
天
龍
村
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
団
員
の
定
数
を
現

在
75
名
と
定
め
て
お
り
ま
す
が
、

人
口
減
少
を
踏
ま
え
、
定
数
を

60
名
に
改
め
る
よ
う
、
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

〇
天
龍
村
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
法
律
の
改
正
に
準

じ
て
、
公
務
災
害
補
償
基
礎
額

な
ど
を
改
め
る
よ
う
、
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

○
村
営
バ
ス
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
７
年
４
月
１

日
よ
り
、村
民
の
み
な
さ
ん
が
、

阿
南
病
院
へ
の
通
院
な
ど
の
た

め
の
交
通
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
予
約
制
（
デ
マ
ン

ド
方
式
）
に
よ
る
村
営
バ
ス
阿

南
線
の
運
行
開
始
に
必
要
な
条

例
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
法
律
の
改
正
に
よ

り
、
法
律
を
準
用
し
て
い
る
、

部
分
休
業
の
承
認
に
つ
い
て
、

条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
法
律
の
改
正
に
よ

り
、
子
供
の
年
齢
に
応
じ
た
柔

軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る
た
め

の
措
置
の
拡
充
や
育
児
休
業
の

取
得
状
況
の
公
表
の
義
務
の
対

象
拡
大
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
介
護
な
ど
に
よ
る
離
職
防

止
の
た
め
の
仕
事
と
介
護
の
両

立
に
関
す
る
支
援
制
度
の
強
化

な
ど
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
た

め
、
法
律
の
改
正
に
準
じ
て
、

関
係
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
所

要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
福
祉
医
療
費
給
付
金

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
に
対
し
、
医
療
費
な
ど

の
本
人
負
担
額
の
６
割
を
助
成

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和
７

年
４
月
診
療
分
か
ら
８
割
に
拡

充
す
る
よ
う
、
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

○
天
龍
村
定
住
促
進
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
天
龍
村
定
住
促
進

事
業
検
討
委
員
会
の
答
申
に
基

づ
き
、
３
年
間
、
制
度
を
延
長

す
る
よ
う
、改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
す

る
勤
勉
手
当
の
支
給
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
地
方
自
治
法
の
改

正
に
よ
り
、
会
計
年
度
任
用
職

員
に
対
し
て
の
勤
勉
手
当
の
支

給
に
関
し
て
定
め
ら
れ
た
た

め
、
令
和
７
年
度
か
ら
手
当
の

支
給
な
ど
に
係
る
関
係
す
る
条

例
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
飯
田
市
と
の
間
に
お
い
て
締

結
し
た
定
住
自
立
圏
形
成
協

定
の
一
部
を
変
更
す
る
協
定

を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
内
容
は
、令
和
７
年
度
か
ら
、

当
村
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送

を
、
㈱
飯
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

が
運
営
す
る
光
キ
ャ
ス
ト
ビ

ジ
ョ
ン
へ
移
行
す
る
こ
と
に
伴

い
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ー

タ
放
送
を
活
用
し
て
、
住
民
の

み
な
さ
ん
が
地
域
の
情
報
を
容

易
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る

配
信
シ
ス
テ
ム
を
共
同
で
研
究

し
、
進
め
て
い
け
る
よ
う
、
現

在
の
協
定
内
容
の
一
部
を
変
更

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
自
然
体
験
型
交
流
施

設
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
指
定
管
理
者
に
つ

い
て
は
、
学
校
法
人
「
ど
ん
ぐ

り
向
方
学
園
」
で
、
期
間
に
つ

い
て
は
令
和
７
年
４
月
１
日
よ

り
令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で
の

最
長
３
年
間
と
な
り
ま
す
が
、

そ
の
間
に
旧
向
方
小
学
校
校
舎

の
解
体
が
完
了
し
た
場
合
は
そ

の
日
を
も
っ
て
契
約
期
間
を
終

了
す
る
こ
と
と
す
る
条
件
の
も

と
、
指
定
管
理
者
に
な
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム

天
龍
荘
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
引
き
続
き
天
龍
村

社
会
福
祉
協
議
会
が
、
令
和
７

年
４
月
１
日
か
ら
10
年
間
、
指

定
管
理
者
と
な
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

○
向
方
辺
地
に
係
る
総
合
整
備

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
林
道
改
良
　
向
方

中
河
内
線
の
追
加
、
向
方
小
体

育
館
改
修
工
事
の
事
業
費
変
更

な
ど
、
計
画
を
変
更
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

議
会
報
告臨時

議
会

臨
時
議
会

第
❶
回

議
会
報
告定例

議
会

定
例
議
会

第
❶
回

可
決
さ
れ
た
案
件

可
決
さ
れ
た
案
件

永嶺村長あいさつ
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の
勧
告
を
準
拠
し
、
村

費
講
師
の
給
料
表
を
改
正
し
た

も
の
で
す
。

　
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
４

日
㈫
に
開
会
し
、
14
日
㈮
ま
で

の
11
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
内
容
は
、
刑
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、
懲
役

及
び
禁
錮
が
廃
止
さ
れ
、
拘
禁

刑
に
一
本
化
さ
れ
る
た
め
、
関

係
す
る
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

〇
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
昨
年
の
人
事
院
勧

告
を
踏
ま
え
、
職
員
の
職
務
や

職
責
を
重
視
し
た
給
料
表
の
見

直
し
や
、
満
55
歳
以
上
の
職
員

の
昇
給
及
び
扶
養
手
当
を
は
じ

め
と
し
た
各
手
当
の
見
直
し
な

ど
、
法
律
に
準
じ
て
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

〇
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理
に
関
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
法
律
の
改
正
に
よ

り
、
引
用
し
て
い
る
条
項
に
移

動
が
生
じ
た
た
め
、
関
係
す
る

条
例
に
つ
い
て
、
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

〇
天
龍
村
非
常
勤
消
防
団
員
に

係
る
退
職
報
償
金
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
法
律
の
改
正
に
準

じ
、
退
職
報
償
金
の
支
給
区
分

に「
35
年
」ま
で
の
区
分
を
追
加

す
る
よ
う
、改
正
さ
れ
ま
し
た
。

〇
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
毎
年
、
労
働
者
の

最
低
賃
金
の
見
直
し
が
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
非

常
勤
特
別
職
の
報
酬
に
つ
い
て

引
き
上
げ
る
よ
う
、
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

〇
天
龍
村
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
団
員
の
定
数
を
現

在
75
名
と
定
め
て
お
り
ま
す
が
、

人
口
減
少
を
踏
ま
え
、
定
数
を

60
名
に
改
め
る
よ
う
、
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

〇
天
龍
村
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
法
律
の
改
正
に
準

じ
て
、
公
務
災
害
補
償
基
礎
額

な
ど
を
改
め
る
よ
う
、
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

○
村
営
バ
ス
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
７
年
４
月
１

日
よ
り
、村
民
の
み
な
さ
ん
が
、

阿
南
病
院
へ
の
通
院
な
ど
の
た

め
の
交
通
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
予
約
制
（
デ
マ
ン

ド
方
式
）
に
よ
る
村
営
バ
ス
阿

南
線
の
運
行
開
始
に
必
要
な
条

例
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
法
律
の
改
正
に
よ

り
、
法
律
を
準
用
し
て
い
る
、

部
分
休
業
の
承
認
に
つ
い
て
、

条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
法
律
の
改
正
に
よ

り
、
子
供
の
年
齢
に
応
じ
た
柔

軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る
た
め

の
措
置
の
拡
充
や
育
児
休
業
の

取
得
状
況
の
公
表
の
義
務
の
対

象
拡
大
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
介
護
な
ど
に
よ
る
離
職
防

止
の
た
め
の
仕
事
と
介
護
の
両

立
に
関
す
る
支
援
制
度
の
強
化

な
ど
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
た

め
、
法
律
の
改
正
に
準
じ
て
、

関
係
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
所

要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
福
祉
医
療
費
給
付
金

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
に
対
し
、
医
療
費
な
ど

の
本
人
負
担
額
の
６
割
を
助
成

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和
７

年
４
月
診
療
分
か
ら
８
割
に
拡

充
す
る
よ
う
、
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

○
天
龍
村
定
住
促
進
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
天
龍
村
定
住
促
進

事
業
検
討
委
員
会
の
答
申
に
基

づ
き
、
３
年
間
、
制
度
を
延
長

す
る
よ
う
、改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
す

る
勤
勉
手
当
の
支
給
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
地
方
自
治
法
の
改

正
に
よ
り
、
会
計
年
度
任
用
職

員
に
対
し
て
の
勤
勉
手
当
の
支

給
に
関
し
て
定
め
ら
れ
た
た

め
、
令
和
７
年
度
か
ら
手
当
の

支
給
な
ど
に
係
る
関
係
す
る
条

例
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
飯
田
市
と
の
間
に
お
い
て
締

結
し
た
定
住
自
立
圏
形
成
協

定
の
一
部
を
変
更
す
る
協
定

を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
内
容
は
、令
和
７
年
度
か
ら
、

当
村
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送

を
、
㈱
飯
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

が
運
営
す
る
光
キ
ャ
ス
ト
ビ

ジ
ョ
ン
へ
移
行
す
る
こ
と
に
伴

い
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ー

タ
放
送
を
活
用
し
て
、
住
民
の

み
な
さ
ん
が
地
域
の
情
報
を
容

易
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る

配
信
シ
ス
テ
ム
を
共
同
で
研
究

し
、
進
め
て
い
け
る
よ
う
、
現

在
の
協
定
内
容
の
一
部
を
変
更

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
自
然
体
験
型
交
流
施

設
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
指
定
管
理
者
に
つ

い
て
は
、
学
校
法
人
「
ど
ん
ぐ

り
向
方
学
園
」
で
、
期
間
に
つ

い
て
は
令
和
７
年
４
月
１
日
よ

り
令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で
の

最
長
３
年
間
と
な
り
ま
す
が
、

そ
の
間
に
旧
向
方
小
学
校
校
舎

の
解
体
が
完
了
し
た
場
合
は
そ

の
日
を
も
っ
て
契
約
期
間
を
終

了
す
る
こ
と
と
す
る
条
件
の
も

と
、
指
定
管
理
者
に
な
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム

天
龍
荘
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
引
き
続
き
天
龍
村

社
会
福
祉
協
議
会
が
、
令
和
７

年
４
月
１
日
か
ら
10
年
間
、
指

定
管
理
者
と
な
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

○
向
方
辺
地
に
係
る
総
合
整
備

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
林
道
改
良
　
向
方

中
河
内
線
の
追
加
、
向
方
小
体

育
館
改
修
工
事
の
事
業
費
変
更

な
ど
、
計
画
を
変
更
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

議
会
報
告臨時

議
会

臨
時
議
会

第
❶
回

議
会
報
告定例

議
会

定
例
議
会

第
❶
回

可
決
さ
れ
た
案
件

可
決
さ
れ
た
案
件

永嶺村長あいさつ
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普
段
の
通
勤
通
学
や
お
出

か
け
に
、
ぜ
ひ
Ｊ
Ｒ
飯
田
線

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

鉄
道
の
コ
コ
が
便
利
！

・
時
間
に
正
確
で
安
全

・
移
動
し
な
が
ら
読
書
や
食

事
も
楽
し
め
る

・
環
境
に
や
さ
し
い

　
車
内
の
換
気
、
乗
務
員
の

マ
ス
ク
着
用
な
ど
、
感
染
症

対
策
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　「
公
会
計
」
と
は
、
学

校
給
食
費
を
村
の
歳
入
予

算
・
歳
出
予
算
に
計
上
し
、

議
会
の
承
認
を
経
た
う
え

で
、
村
が
徴
収
・
管
理
し

て
い
く
と
い
う
方
法
で
す
。

　
村
で
は
、
平
成
29
年
度
よ
り

小
中
学
校
の
給
食
費
を
完
全
無

償
化
し
て
お
り
、
一
部
公
会
計

化
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
ま
で

学
校
の
先
生
が
行
っ
て
く
れ
て

い
た
食
材
納
入
業
者
へ
の
支
払

い
も
直
接
村
が
行
う
こ
と
で
完

全
公
会
計
化
を
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
学
校
現
場
に

お
け
る
支
払
業
務
を
削
減
し
、

教
職
員
の
事
務
負
担
の
軽
減
を

図
り
ま
す
。

　
な
お
、
昨
今
の
物
価
高
騰
な

ど
に
よ
り
、
令
和
７
年
度
か
ら

給
食
費
を
小
中
と
も
20
円
ず
つ

ア
ッ
プ
し
、
小
学
校
１
食
３
３

０
円
、
中
学
校
１
食
３
７
０
円

と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
全

額
村
で
負
担
し
ま
す
。

　
内
容
は
、
保
育
内
容
支
援
、

代
替
保
育
に
係
る
連
携
協
力

に
関
す
る
見
直
し
な
ど
、
法

律
の
改
正
に
準
じ
て
、
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
食
事
の
提
供
に
必

要
な
配
慮
や
、保
育
内
容
支
援
、

代
替
保
育
に
係
る
連
携
協
力
に

関
す
る
見
直
し
な
ど
、
法
律
の

改
正
に
準
じ
て
、
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

○
令
和
７
年
度
天
龍
村
議
会
事

業
計
画
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
７
年
度
の
議

会
の
事
業
計
画
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

○
天
龍
村
議
会
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
法
律
の
改
正
に
準

じ
て
、
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

○
天
龍
村
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

内
、
令
和
７
年
３
月
31
日
に
任

期
満
了
と
な
り
ま
す
宮
澤
弘
明

氏
（
東
原
Ａ
区
）
の
再
任
に
つ

い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

○
最
低
賃
金
法
の
改
正
と
中
小

企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳

情
　
審
議
の
結
果
、
採
択
さ
れ
、

関
係
大
臣
ほ
か
へ
意
見
書
を
送

付
し
ま
し
た
。

○
大
平
正
長
議
員

一
、（
主
）
飯
田
富
山
佐
久
間

線
の
改
良
整
備
促
進
及
び
国

道
昇
格
に
つ
い
て

二
、
道
の
駅
整
備
計
画
に
つ
い

て
三
、三
遠
南
信
自
動
車
道
　（
仮

称
）
青
崩
峠
ト
ン
ネ
ル
の
開

通
を
前
に
し
た
観
光
振
興
に

つ
い
て

○
村
松
克
一
議
員

一
、
定
住
政
策
に
つ
い
て

二
、
村
最
大
の
テ
ー
マ
待
っ
た

な
し
の
高
齢
者
福
祉
・
医
療

に
つ
い
て

○
熊
谷
美
沙
子
議
員

一
、
天
龍
村
の
教
育
に
つ
い
て

二
、
地
域
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
計
画
（
地
域
計
画
）
の

策
定
に
つ
い
て

三
、
天
龍
村
赤
十
字
奉
仕
団
の

位
置
づ
け
な
ど
に
つ
い
て

同
意
さ
れ
た
案
件

一
　般
　質
　問

陳
　
　
　情

◎令和６年度　補正予算（１月臨時議会）
会計名 補正前の額 補正額 計

一 般　（第５号） 24億7,161万円 3,616万円 25億777万円
介 護 保 険　（第４号） 3億4,144万円 99万円 3億4,243万円
国民健康保険診療所　（第４号） 6,694万円 35万円 6,729万円

会計名 補正前の額 補正額 計
村営水道事業
（第４号） 収益的 収入 5,104万円 27万円 5,131万円

支出 6,660万円 31万円 6,691万円
村営下水道事業
（第３号） 収益的 収入 7,477万円 29万円 7,506万円

支出 7,996万円 29万円 8,025万円
◎令和６年度　補正予算（３月議会）

会計名 補正前の額 補正額 計
一　　　　　般　（第６号）専決 25億777万円 0万円 25億777万円
一　　　　　般　（第７号） 25億777万円 6,308万円 25億7,085万円
介　護　保　険　（第５号） 3億4,243万円 353万円 3億4,596万円
国民健康保険診療所（第５号） 6,729万円 186万円 6,915万円

会計名 補正前の額 補正額 計

村営水道事業
（第５号）

収益的 収入 5,131万円 45万円 5,176万円
支出 6,691万円 93万円 6,784万円

資本的 収入 5,131万円 0万円 5,131万円
支出 5,303万円 0万円 5,303万円

村営下水道事業
（第４号）

収益的 収入 7,506万円 △84万円 7,422万円
支出 8,025万円 △37万円 7,988万円

資本的 収入 2,842万円 △165万円 2,677万円
支出 2,842万円 △165万円 2,677万円

令
和
７
年
度
か
ら

学
校
給
食
費
を

完
全
公
会
計
化
し
ま
す

◎村営バス等のゴールデンウィーク中の運行について
4/29

（火・祝）
4/30
（水）

5/1
（木）

5/2
（金）

5/3
（土・祝）

5/4
（日・祝）

5/5
（月・祝）

5/6
（火・祝）

村営バス神原線
（平岡郵便局～大河内）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

通常運行（天候などの状況により、臨時便または運休となる場合があります）

村営バス阿南線
（JR平岡駅～JR温田駅）

× ○ ○ ○ × × × ×

要予約（乗車希望日３日前までに役場総務課企画財政係へご連絡ください）

広域バス平岡線
（平岡～和田）

× ○ ○ ○ × × × ×

運休 通常運行 運休

乗合タクシー平岡線
（平岡～和田）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

土日祝ダイヤ 平日ダイヤ 土日祝ダイヤ

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
広
報
天
龍
第
２
２
２
号
（
１

月
号
）
で
公
表
後
、
３
月
31
日

現
在
で
次
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
ご

希
望
の
方
の
み
、
氏
名
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
高
木
　
弘
美
様

●
三
石
　
隆
司
様

●
竹
村
　
修
　
様

　
今
回
は
59
名
の
方
か
ら
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金

は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

な
ど
か
ら
も
お
申
込
み
が
で
き

ま
す
。

　
決
済
方
法
は
金
融
機
関
か
ら

の
振
込
み
の
ほ
か
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
役
場

窓
口
で
も

承
り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
飯
田
線
を

  

利
用
し
ま
し
ょ
う
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４
月
20
日
㈰
か
ら
大
河
内
森

林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

オ
ー
ト
サ
イ
ト

　
１
区
画
１
泊
２
，
０
０
０
円

で
す
。

フ
リ
ー
サ
イ
ト

　
テ
ン
ト
１
張
１
泊
１
，
０
０

０
円
で
す
。

〇
営
業
期
間
…
４
月
20
日
㈰
か

ら
10
月
31
日
㈮
ま
で

〇
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
…
地

域
振
興
課
商
工
観
光
係

　（
☎
32-

１
０
２
３
）

〇
管
理
人
…
吉
田
勇
次

　
４
月
１
日
㈫
か
ら
営
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
１
プ
レ
イ
大
人
５
０
０
円
小

人
２
０
０
円
（
中
学
生
以
下
）

12
枚
綴
り
回
数
券
５
，
０
０
０

円
。

〇
営
業
期
間
…
４
月
１
日
㈫
か

ら
11
月
30
日
㈰
ま
で

〇
定
休
日
…
毎
週
火
曜
日

〇
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
…
地

域
振
興
課
商
工
観
光
課
係

（
☎
32-

１
０
２
３
）

〇
管
理
人
…
熊
谷
周
文

　
令
和
７
年
度
２
学
期
か
ら
天

龍
村
立
天
龍
小
中
学
校
に
留
学

を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

　
こ
の
事
業
は
、
都
市
部
な
ど

に
在
住
の
方
で
、
天
龍
村
の
自

然
環
境
や
交
流
・
体
験
を
希
望

す
る
親
子
や
、
天
龍
村
に
お
住

い
の
方
の
お
孫
さ
ん
で
天
龍
村

立
天
龍
小
中
学
校
に
留
学
を
希

望
さ
れ
る
方
を
対
象
と
し
た
親

子（
孫
）留
学
制
度
で
、
現
在
４

家
族
が
天
龍
村
に
留
学
し
て
い

ま
す
。

　
留
学
を
希
望
さ
れ
る
方
に

は
、
事
前
の
見
学
会
や
面
談
を

行
い
ま
す
。

【
募
集
対
象
】

　
令
和
７
年
８
月
入
学

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
地
域
振
興
課
　
移
住
定
住
推

進
係
（
☎
32-

１
０
２
３
）

　
天
龍
村
観
光
協
会
で
「
天
龍

村
方
言
ス
タ
ン
プ
」
の
販
売
を

開
始
し
ま
し
た
。
天
龍
村
の
特

産
品
が
か
わ
い
い
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
な
っ
て
天
龍
村
お
な
じ

み
の
フ
レ
ー
ズ
が
メ
ッ
セ
ー
ジ

ア
プ
リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
中
で
ス
タ

ン
プ
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。「
天
龍
村
方
言
ス
タ
ン

プ
」
は
ア
プ
リ
内
の
ス
ト
ア
で

ご
購
入
く
だ
さ
い
。

　
天
龍
村
で
重
要
課
題
の
一
つ

で
あ
る
空
き
家
対
策
に
つ
い

て
、
早
急
な
解
決
策
が
求
め
ら

れ
て
い
る
中
で
、
平
成
29
年
度

に
天
龍
村
空
家
等
対
策
協
議
会

を
発
足
し
、
空
き
家
の
現
地
調

査
の
実
施
や
、
危
険
空
き
家
へ

の
対
応
策
を
検
討
し
て
き
ま
し

た
。

　
村
内
の
空
き
家
数
は
年
々
増

加
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
に

各
地
区
の
区
長
さ
ん
に
ご
協
力

い
た
だ
き
な
が
ら
調
査
し
た
と

こ
ろ
、「
１
年
以
上
使
用
の
な

い
空
き
家
」
は
、
２
６
０
件
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
空
き
家
に
つ
い
て
、

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
６
年
度

に
か
け
て
、
直
営
ま
た
は
業
者

委
託
に
て
危
険
度
調
査
を
進

め
、
令
和
５
年
度
時
点
で
現
存

す
る
空
き
家
の
調
査
は
完
了
し

ま
し
た
。

　
２
６
０
件
の
中
で
特
定
空
家

（
危
険
度
が
高
い
空
き
家
）
は

現
時
点
で
16
件
あ
り
、
所
有
者

に
助
言
・
指
導
を
行
い
適
正
な

管
理
を
促
し
て
い
ま
す
。

　
天
龍
村
の
空
き
家
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
天
龍
村
空
家
等
対
策
協

議
会
で
対
応
策
を
検
討
し
、
少

し
で
も
危
険
空
き
家
が
減
る
よ

う
努
め
ま
す
。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

事
業
を
活
用
し
、
昨
年
度
は
村

道
天
竜
川
線
法
面
防
災
工
事
、

林
道
大
河
内
向
山
線
舗
装
改
良

工
事
、
保
育
所
運
営
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。こ
の
交
付
金
は
、

ダ
ム
な
ど
の
発
電
施
設
の
あ
る

市
町
村
に
交
付
さ
れ
、
天
龍
村

に
は
約
３
千
万
円
が
毎
年
度
交

付
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
事
業
概
要

①
村
道
天
竜
川
線

　
　法
面
防
災
工
事

当
路
線
は
永
年
の
風
雨
に
よ

る
浸
食
に
よ
っ
て
表
面
の
風
化

が
進
行
し
て
お
り
、
吹
付
工
法

に
よ
る
安
定
確
保
が
重
要
で
あ

り
ま
し
た
。
今
回
の
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
で
年
に
10
数
件
ほ

ど
発
生
し
て
い
た
当
該
区
間
の

落
石
発
生
の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
、

住
民
の
方
が
安
心
し
て
走
行
で

き
る
路
線
と
な
る
よ
う
、
安
全

性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

②
林
道
大
河
内
向
山
線

　
　
　
　
　
　改
良
工
事

当
路
線
は
、
大
河
内
地
区
の

森
林
整
備
や
管
理
を
す
る
う
え

で
重
要
な
路
線
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
路
面
の
舗
装
が
さ
れ
て
い

な
い
区
間
が
多
く
、
こ
れ
ま
で

年
間
２
〜
３
回
路
面
整
備
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
本
事
業
で

路
面
の
舗
装
改
良
を
実
施
し
た

こ
と
で
、
利
用
者
が
安
心
安
全

に
利
用
で
き
る
路
線
と
な
り
ま

し
た
。

③
保
育
所
運
営
事
業

保
育
士
５
名
分
の
人
件
費

（
８
ヶ
月
分
及
び
期
末
勤
勉
手

当
）
を
確
保
で
き
、
地
域
格
差

の
な
い
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
継
続
し
て
保
育
環
境
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
４
月
１
日
か
ら
板
倉
恒
夫
さ

ん
に
代
わ
り
、
新
た
に
大
平
寿

子
さ
ん
（
岡
本
区
）
が
行
政
相

談
委
員
と
し
て
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
平
寿
子
さ
ん
は
、
長
年
、

村
の
職
員
な
ど
行
政
に
携
わ
っ

た
経
験
を
お
持
ち
で
あ
り
、

様
々
な
相
談
に
応
じ
て
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
の
度
、
退
任
さ
れ

ま
し
た
板
倉
恒
夫
さ
ん
は
、
令

和
元
年
か
ら
３
期
６
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
多
く
の
方
の
相
談

に
対
し
て
、
適
切
な
助
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
長
年
の
ご
尽

力
に
対
し
ま
し
て
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　「
行
政
相
談
」
と
は
、
み
な

さ
ん
か
ら
、
国
の
役
所
な
ど
が

行
っ
て
い
る
仕
事
に
関
す
る
意

見
や
要
望
を
お
聞
き
し
て
、
そ

の
解
決
や
実
現
を
図
る
も
の

で
、
こ
の
身
近
な
窓
口
が
行
政

相
談
委
員
で
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

行
政
相
談
委
員
に

 

岡
本
区 

大
平
寿
子
さ
ん

村道天竜川線

林道大河内向山線保育所運営事業

大
河
内
森
林
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン

ニ
セ
ン
ジ
自
然
公
園

パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

令
和
７
年
度
２
学
期

天
龍
村
龍
の
子
留
学
生

（
親
子
留
学

･
孫
留
学
）の
募
集

天
龍
村
方
言

　
　
ス
タ
ン
プ
販
売
中

天
龍
村
の

　
空
き
家
に
つ
い
て

購入用QR
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おもな事業名 事業費 事業内容
【新】なんでも館冷暖房設備改修工事 6,465万円 なんでも館の冷暖房設備が故障したため、改修するための費用です。

【新】DX推進等業務委託料 413万円 役場の業務をデジタル化・効率化するためのアドバイザー委託料
です。

【新】光キャストビジョン導入利用料 246万円 CATV光化に伴い高騰する利用料の激変緩和措置を実施するた
めの費用です。

【新】光キャストビジョンテレビ伝送サービス助成金 231万円 CATV光化に伴い発生する、テレビ伝送サービス導入工事費を
助成するための費用です。

【新】村会議員一般選挙 943万円 ４月に任期満了を迎える村会議員の選挙に係る費用です。

【新】高齢者生活支援商品券 870万円 物価の高騰による高齢者負担軽減のため、65歳以上一人当たり
15,000円分の商品券を交付するための費用です。

【新】林道向方中河内線改良舗装工事 1,650万円 林道向方中河内線の舗装改良工事に係る費用です。

【新】消防施設解体工事 144万円 消防団分団統合に伴い、不要となるポンプ小屋などを解体する
ための費用です。

【新】ヘリポート整備事業測量設計監督委託料 110万円 災害時に活用できるヘリポートの新設に係る費用です。

【新】住宅用地造成工事 5,000万円 西原地区に住宅を新築するための用地を造成する工事に係る費
用です。

村道改良事業 9,030万円 主に（仮称）村道新平神線開設・拡幅、村道天竜川線法面吹付
工事などに係る費用です。

　
令
和
７
年
度
天
龍
村
消
防
団

の
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
団
　
長
　
　
宮
下
　
正
和

〇
副
団
長
　
　
坂
田
　
一
万

〇
本
部
長
　
　
松
澤
　
一
生

〇
救
護
班
長
　
岩
崎
紗
佑
美

〇
分
団
長
　
　
熊
谷
　
大
喜

〇
副
分
団
長
　
鈴
木
　
竜
彦

〇
副
分
団
長
兼
旗
手

　
　
　
　
　
　
村
澤
　
雄
大

〇
部
　
長
　
　
大
平
　
成
二

〇
部
　
長
　
　
宮
澤
　
寿
幸

　
天
龍
村
消
防
団
は
、
令
和
７

年
度
よ
り
こ
れ
ま
で
の
２
つ
の

分
団
を
統
合
し
、
一
分
団
制
を

導
入
し
て
新
た
な
体
制
で
活
動

を
開
始
し
ま
す
。
今
後
と
も
消

防
団
活
動
へ
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
天
龍
村
役
場
の

職
員
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
畠

山
輝
正
と
申
し
ま
す
。

こ
の
度
ご
縁
が
あ
り
ま
し

て
、
こ
ち
ら
の
天
龍
村
に
お
世

話
に
な
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
天
龍
村
を
は
じ
め
長
野
県

に
住
む
こ
と
は
、
初
め
て
の
経

験
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
大
自

然
に
恵
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
環

境
を
感
じ
な
が
ら
働
け
る
こ
と

を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
の
経
験
を
活
か

し
、
天
龍
村
の
み
な
さ
ん
が
更

に
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
る

よ
う
、
精
一
杯
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

今
年
度
よ
り
天
龍
村
役
場
に

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
、
大
山
哲
平
と
申

し
ま
す
。

私
は
高
校
生
ま
で
天
龍
村
で

過
ご
し
、そ
の
後
大
学
を
経
て
、

県
外
や
飯
田
市
な
ど
で
働
い
て

き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
お
世
話
に
な
っ
た

地
元
天
龍
村
で
働
け
る
こ
と
に

非
常
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流

を
通
し
、
天
龍
村
の
力
に
な
れ

る
よ
う
積
極
的
に
業
務
に
携

わ
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。初

め
て
の
こ
と
が
多
く
、
至

ら
ぬ
点
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
天
龍
村
役
場
の

職
員
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
、
佐
々
木
晟
仁
と

申
し
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
、
東

京
の
大
学
で
経
済
学
を
中
心
に

勉
学
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

母
が
長
野
県
出
身
で
、
天
龍

村
に
は
旅
行
で
良
く
来
て
お

り
、
特
に
キ
ャ
ン
プ
場
や
羽
衣

崎
橋
の
景
色
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
の
景
色

が
た
く
さ
ん
あ
る
天
龍
村
で
働

け
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
感

じ
て
い
ま
す
。

役
場
職
員
と
し
て
も
村
民
と

し
て
も
一
年
目
で
、
至
ら
な
い

と
こ
ろ
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
村
に
貢
献
出
来
る
よ
う

に
精
一
杯
頑
張
っ
て
参
り
ま
す

の
で
、
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

23億7,100万円前年比6.6％増の

令和７年度 一般会計当初予算

令和７年度の一般会計及び特別会計の当初予算が３月定例議会で承認されました。
一般会計では、歳入・歳出総額が23億7,100万円となり、前年度比6.6％増となりました。

※掲載しているグラフについて、四捨五入により合計が100％にならない場合があります。

歳入項目 予算額 前年差 前年比 歳入についての説明
村 税 1億7,533万円 △1,298万円 93.1% みなさんから村に納めていただく税金の総額です。

地方交付税 10億6,126万円 △4,745万円 95.7% 国に納められた税の再分配や、過去に借り入れた起債（借
金）の償還金に対する補てんも含まれています。

国·県支出金 2億9,242万円 2,037万円 107.5% 定められた事業に対し、国や県から交付される補助金や
委託金です。

繰 入 金 3億8,348万円 1億5,603万円 168.6%
今まで積み立てていた基金（貯金）をさまざまな目的の
ために取り崩し、一般会計に繰り入れます。村の借金の
繰上償還（返済）などに活用します。

村 債 2億4,450万円 2,600万円 111.9%

道路整備などの財源として国から借り入れる借金です。
ただしのちに国から交付税措置が受けられる起債（辺地・
過疎対策事業債）など村の財政面で有利なものを借り入
れます。

令和７年度のおもな事業

国 民 健 康 保 険 1億8,251万円

介 護 保 険 3億1,864万円

後期高齢者医療保険 3,143万円

国民健康保険診療所 5,937万円

水 道 事 業 1億104万円

下 水 道 事 業 1億2,442万円

特　別　会　計

歳入
■自主財源　29.2%
　69,101万円
■依存財源　70.8%
　167,999万円

村税
17,533
7%

繰入金
38,348 16%

使用料及び手数料
4,548 2%

諸収入 3,361 1%

その他 5,311 2%

地方交付税
106,126 45%

村債
24,450 10%

県支出金
15,433 7%

国庫支出金
13,809 6%

その他
8,181
4%

（単位：万円）

消
　
　防

消
　
　防

（教育委員会）

畠山 輝正

（建設課）

大山 哲平

（地域振興課）

佐々木晟仁

新
規
採
用
職
員
の
紹
介

はたけやま てるまさ

おおやま てっぺい

ささき あきひと
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歳　　出

【性質別経費】　　※性質別経費とは、村の経費をその経済的性質を基準として主に以下にある分類にわけたものです。

【目的別経費】　　※目的別経費とは、経費を行政目的毎に分類したものです。

目　的　別性　質　別

人件費
48,767
21% 総務費

54,106
23%

公債費
29,386
12%

災害復旧費
1,084　0%

民生費
39,495
17%

予備費
300　0%

衛生費
13,440　6%労働費

7　0%

商工費
13,242
6%

消防費
6,900
3%

土木費
31,945
13%

教育費
22,469
9%

農林水産業費
21,165　9%

扶助費
12,386
5%

普通建設事業費
38,116　16%

公債費
29,386
12%物件費

52,552
22%

補助費等
30,308
13%

繰出金
19,514
8%

維持補修費
1,717　1%

積立金
2,970　1%

予備費
300　0％ 議会費

3,561　2%

災害復旧費
1,084　1%

義務的
経費
90,539
38%

投資的経費
39,200
17%

その他
経費
107,361
45%

（単位：万円）（単位：万円）

歳出項目 予算額 前年差 前年比 おもな歳出の手当、費用の説明

人件費 4億8,767万円 2,250万円 104.8% 議会議員・特別職・一般職員・会計年度任用職員等の報酬・給与・
手当です。（一般職員給の増などによる増）

物件費 5億2,552万円 1億2,514万円 131.3% 消耗品や燃料、電話料、郵便料、備品購入費、各種委託料などで
す。（電算委託料の増、ガバメントクラウド使用料の皆増などによる増）

扶助費 1億2,386万円 1,873万円 117.8% 法に基づき、児童、生徒、障がい者、高齢者に対して支払われる
医療費給付などです。（老人措置費、老人福祉医療の増などによる増）

補助費等 3億308万円 3,844万円 114.5%
建物や自動車の保険料、広域連合など他団体に対する負担金や補
助金・交付金です。（県防災無線保守管理負担金の皆増、高齢者生活
支援商品券の皆増などによる増）

普通建設
事業費 3億8,116万円 △2,285万円 94.3%

道路改良やその他の工事費、国、県の建設事業に対する負担金で
す。（道路メンテナンス補助事業橋梁修繕工事の減、ケーブルテレビ光
化による耐災害性強化工事の皆減などによる減）

繰出金 1億9,514万円 858万円 104.6% 一般会計から国保や介護保険などの特別会計へ支出されるもので
す。（水道事業会計繰出金の増、下水道事業会計繰出金の増などによる増）

歳出項目 予算額 前年差 前年比 おもな歳出の手当、費用の説明

総務費 5億4,106万円 1億2,976万円 131.5% おもに村の基本的な行財税政の運営のための経費です。（電算委託
料の増、ガバメントクラウド使用料の皆増などによる増）

民生費 3億9,495万円 2,029万円 105.4% 福祉など住民生活のための経費です。（ICTネットワーク整備事業の
増、老人措置費の増などによる増）

農林水産
業費 2億1,165万円 △1,068万円 95.2% 農林業に関する経費です。（林道向方線改良工事の皆減などによる減）

土木費 3億1,945万円 △3,477万円 90.2% 村道整備や住宅などに関する経費です。（橋梁修繕工事の減、トン
ネル点検委託料の皆減などによる減）

消防費 6,900万円 1,933万円 138.9% 消防や火災予防などの災害対策のための経費です。（県防災無線保
守管理負担金の皆増、消防施設解体工事の皆増などによる増）

教育費 2億2,469万円 5,128万円 129.6% 小・中学校や社会教育などに関する経費です。（なんでも館冷暖房
設備改修工事の皆増などによる増）

公債費 2億9,386万円 △3,473万円 89.4% 国などから借り入れた村債の返済金です。
今年度も将来の負担を軽減するため、繰上償還を行います。

令和７年度 地区担当職員名簿及び配置表
地区名 担当職員名

為 栗
影原　　房 飯泉　幸大

長 島 宇 連

折 立 斎藤　正宏 青木裕一郎

清 水 熊谷　弘幸 西村　颯真

東 原 Ａ 野竹　英二 槇村　綾奈

東 原 Ｂ 伊藤　祐介 小瀬水　渉

西 原 渡久山直樹 畠山　輝正 大山　哲平 宮澤真由美

中 央 大平　成二 福士　冬吾 宮澤真由美 中島加奈子 成瀬　理沙 山﨑　仁美

北 森　　祐二 宮澤　寿幸

本 町 松澤　一生 佐々木晟仁 成瀬　理沙

余 野 熊谷　弘幸 小林　勇太

岡 本 橘　　謙治 森　　祐二 金田　祥吾 槇村　綾奈

長 野 町 影原　　房 小瀬水　渉

長 野 藤澤　久美 服部　誠司

南 上 坂田　一万 畠山　輝正 中島加奈子

南 中 大平　卓治 宮下　正和 斉藤　佑馬

栄 町 内藤　孝雄 金田　祥吾

南 下 中島　俊博 若月　瑞歩 山﨑　仁美

松 島

大平　崇史 岩崎紗佑美 佐々木晟仁
松 島 中 電

独 身 住 宅

長 沼

鶯 巣 服部　誠司 田嶋　迪朗

十 久 保 大平　卓治 飯泉　幸大

下 山 後藤　浩二 青木裕一郎

中 井 侍 斎藤　正宏 大山　哲平

上平うぐす宇連 瀧澤　　翔 福士　冬吾

福 島 後藤　浩二 藤澤　久美 小林　勇太

倉 の 平 野竹　英二 若月　瑞歩

坂 部 宮澤　寿幸 瀧澤　　翔

中 組 宮下　正和 西村　颯真

戸 ロ 渡久山直樹 岩崎紗佑美

大 久 那 橘　　謙治 斉藤　佑馬

合 戸
中島　俊博 坂田　一万

見 遠

向 方
大平　崇史 田嶋　迪朗

峠 山

大 河 内 伊藤　祐介 内藤　孝雄

梨 畑 松澤　一生 大平　成二
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こ
の
度
、
天
龍
村
が
令
和
６

年
２
月
６
日
㈭
に
行
わ
れ
た

「
長
野
県
ふ
る
さ
と
の
森
林
づ

く
り
賞
」
の
表
彰
式
で
、
信
州

の
木
の
利
活
用
推
進
の
部
に
お

い
て
長
野
県
木
材
協
同
組
合
連

合
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
国
際
森
林
認
証
を
取

得
し
た
村
の
木
材
を
、
小
中
併

設
校
の
増
改
築
や
駅
前
活
性
化

施
設
の
建
設
に
活
用
し
、
国
際

認
証
材
の
普
及
に
貢
献
し
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
26
日
㈬
、
み
ど
り
の
少

年
団
の
子
ど
も
た
ち
が
ブ
ッ
ポ

ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
つ
く
り
を
行
い

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
を

守
る
会
な
ど
様
々
な
方
と
子
ど

も
た
ち
が
協
力
し
て
、
４
月
10

日
㈭
に
行
わ
れ
た
巣
箱
か
け
用

30
個
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
４
日
㈫
に
は
、

み
ど
り
の
少
年
団
の
総
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
１
年
間
の
活
動
発

表
が
行
わ
れ
、
来
年
度
か
ら
高

学
年
に
な
る
子
ど
も
た
ち
へ
団

旗
の
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　
２
月
19
日
㈬
に
、
坂
部
地
区

の
左
閑
辺
屋
で
、天
龍
村
の「
柚

餅
子
」
食
文
化
調
査
・
魅
力
発

信
事
業
※

に
係
る「
柚
餅
子
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
大
勢
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
調
査
報
告
や
、

今
後
の
柚
餅
子
の
在
り
方
な
ど

に
つ
い
て
、
他
地
域
で
柚
餅
子

づ
く
り
を
さ
れ
て
い
る
方
な
ど

を
交
え
、
あ
ら
ゆ
る
視
点
か
ら

意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
当
日
の
様
子
は
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
ア
ー
カ
イ
ブ
動
画

が
視
聴
で
き
ま
す
。「
柚
餅
子

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。

※
事
業
内
容
は
、
令
和
７
年
１
月
発

行
の
広
報
天
龍
に
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

（単位：万円）

年度末残高

公債費

直
近
20
年
の
当
初
予
算
額
推
移

直近２０年間の村債借入額等推移

借入額

140,000

160,000

180,000

200,000

220,000

240,000

260,000

280,000

300,000
（単位：万円）

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

役場庁舎耐震改修

保育所整備

温泉大規模改修

総合体育施設建設

小中併設校整備

防災行政無線同報系
デジタル化工事

※R5年度までは実績、R6は決算見込み、R7は当初予算で算出。

（単位：万円）

年度 当初予算額
H18 192,600
H19 187,500
H20 178,700
H21 179,000
H22 179,000
H23 176,000
H24 204,000
H25 170,000
H26 197,400
H27 173,600
H28 160,000
H29 166,000
H30 173,000
R元 230,000
R２ 211,400
R３ 204,000
R４ 262,900
R５ 265,600
R６ 222,500
R７ 237,100

（単位：万円）

年度 公債費 借入額 年度末残高

H18 78,178 22,360 389,540

H19 84,989 15,762 325,731

H20 74,594 15,288 270,884

H21 72,273 16,507 218,675

H22 56,233 25,474 190,713

H23 54,965 20,963 158,994

H24 47,384 51,309 164,656

H25 35,791 20,554 150,900

H26 30,251 40,059 161,925

H27 27,538 64,471 199,962

H28 22,213 24,114 202,822

H29 29,101 23,869 198,391

H30 31,484 26,987 194,542

R１ 30,584 68,368 232,844

R２ 30,217 43,032 246,117

R３ 55,605 33,998 224,877

R４ 30,412 69,189 264,843

R５ 35,090 78,720 320,412

R６ 32,859 16,167 297,859

R７ 29,386 24,450 294,849
シンポジウムの様子

柚
餅
子
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

ふ
る
さ
と
の

　森
林
づ
く
り
賞
を
受
賞

表彰式のようす

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
巣
箱
つ
く
り
と

　
　
　
　
　
　み
ど
り
の
少
年
団
の
総
会

◀
団
旗
引
継
ぎ

▶
巣
箱
の
作
り
方
を
学
習
中



⑯⑨

広 報　天　龍　第223号 令和７年（2025年）４月24日

　
令
和
７
年
３
月
21
日
㈮
に
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
令
和

６
年
度
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
・
集
落
支
援
員
の
活
動
報
告

会
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
６
年

度
は
協
力
隊
員
３
名
・
支
援
員

５
名
体
制
で
、
地
域
活
性
化
や

集
落
維
持
に
資
す
る
取
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
多

く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
を
聞
い
て
い

た
だ
い
た
ほ
か
、
え
ご
ま
製
品

や
十
久
保
南
蛮
な
ど
の
物
販
も

行
い
、
村
民
の
み
な
さ
ん
に
、

隊
員
・
支
援
員
の
活
動
に
つ
い

て
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
報
告
会
当
日
の
様
子
は
後
日
、

村
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
て
放
映
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
武
蔵
野
大
学
受
け
入
れ

（
３
月
28
日
㈮
〜
31
日
㈪
）

　
武
蔵
野
大
学
の
有
志
学
生
ら

に
よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
夏
に

も
来
村
し
た
学
生
達
が
参
加

し
、
今
回
は
子
供
た
ち
と
の
交

流
や
、
地
域
の
方
に
教
わ
り
な

が
ら
、木
の
伐
倒
や
薪
割
体
験
、

拠
点
づ
く
り
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　
何
度
も
来
て
い
る
学
生
も
お

り
、
関
係
人
口
の
広
が
り
を
感

じ
て
い
ま
す
。
東
京
に
帰
っ
て

か
ら
も
天
龍
村
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

た
だ
き
、
今
後
も
「
来
た
い
」

と
い
う
思
い
を
大
事
に
し
つ

つ
、
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
は
じ
め
ま
し
て
。
４

月
か
ら
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
、
山
本
亜
矢
（
や
ま
も
と
あ

や
）
と
申
し
ま
す
。

愛
知
県
豊
田
市
の
出
身
で
す
。

前
職
は
自
動
車
部
品
の
運
送
会
社

で
事
務
員
を
し
て
い
ま
し
た
。

第
一
次
産
業
に
従
事
す
る
方
た

ち
が
高
齢
化
で
減
少
し
て
い
く
こ

と
や
、
使
わ
れ
な
い
土
地
に
人
工

物
で
あ
る
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
ど

ん
ど
ん
設
置
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

危
機
感
を
感
じ
私
に
も
何
か
で
き

る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応

募
し
、
こ
ち
ら
で
お
世
話
に
な
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

将
来
的
に
は
お
茶
の
栽
培
、
販

促
に
携
わ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

が
、
お
茶
の
こ
と
も
農
業
の
こ

と
も
天
龍
村
の
こ
と
も
ま
だ
何
の

知
識
も
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
は
農
林
業
公
社
に
所
属

し
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
の
状
態
か
ら
学
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

至
ら
ぬ
点
は
多
々
見
受
け
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
ん
ど
ん

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
る
と
嬉

し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
ん
に
ち
は
。
渡
邊

美
里
（
わ
た
な
べ
み
さ
と
）

と
申
し
ま
す
。
先
月
大

学
を
卒
業
し
、
今
月
か
ら
協
力
隊

と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

出
身
は
北
海
道
釧
路
市
で
、
大

学
進
学
を
機
に
長
野
県
に
来
ま
し

た
。
天
龍
村
に
移
住
し
た
き
っ
か

け
は
、
大
学
３
年
生
の
時
に
大
学

の
先
輩
を
通
じ
て
初
め
て
天
龍
村

向
方
地
区
に
行
き
、
そ
こ
か
ら
何

度
も
山
作
業
に
同
行
さ
せ
て
も

ら
っ
た
り
、
お
話
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
り
し
て
天
龍
村
が
大
好
き

に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

活
動
は
向
方
地
区
を
拠
点
と
し

て
、
農
業
・
林
産
物
生
産
を
中
心

と
し
て
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
菌
床
し
い
た
け
の
栽

培
や
畑
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
お
米

の
栽
培
な
ど
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

伝
統
芸
能
に
も
携
わ
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
今
は
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
菌
床
し
い
た
け
の
菌
床
作
り

と
こ
れ
に
使
う
木
質
チ
ッ
プ
生
産

を
行
っ
て
い
ま
す
。

天
龍
村
の
み
な
さ
ん
と
仲
良
く

な
り
、
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
社
会
経

験
が
な
く
未
熟
な
部
分
が
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
精
い
っ
ぱ
い
頑
張

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

令和７年

（　　　　）

（　　　　）

令和７年

令和８年

地
域
お
こ
し
協
力
隊・

集
落
支
援
員
活
動
報
告
会

を
開
催
し
ま
し
た

大
学
生
の
活
動
を

　
　受
け
入
れ
ま
し
た

協
力
隊
の
紹
介

学生と地域の方で記念写真（坂部地区）
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した

優良運転者 一般運転者

優良運転者マイナ免許証のみ保有者 一般運転者講習

（免許情報が記録された
マイナンバーカード ）

のみ

その他・村の各種補助制度など
暮らし・住まい

名 称 内容・補助額（率）など 担当課

天龍村住宅耐震改修事業補助金 精密診断：全額補助 
耐震補強工事：工事費の1/2以内（限度額60万円） 建設課

建設係天龍村住宅新築・リフォーム補助金 工事費の1/4に相当する金額（限度額20万円）
天龍村空き家解体ローン利子補給金 金融機関から借り入れた利子分を助成

太陽と森林エネルギー活用推進事業
補助金

①太陽光発電施設補助金 補助基本額 1KW当たり
50,000円 限度額200,000円
②薪及びペレットストーブ設置補助 設置費用の1/3 限
度額1基100,000円 

建設課
環境水道係

天龍村生ごみ処理機補助金 天龍村生ごみ処理機補助金 1回 20,000円

天龍村浄化槽設置設備事業補助金

５人槽 332,000円 7人槽 414,000円
８～10人槽 548,000円 11～20人槽 939,000円 
21～30人槽 1,472,000円 31～50人槽 2,033,000円 
51人槽以上2,326,000円

天龍村浄化槽法定検査補助金 法定検査を行った浄化槽1基当たり5,000円

合併浄化槽清掃費補助金 浄化槽1基当たり15,000円又は清掃費の額に2分の1を
乗じて得た額のいずれか少ない額。

個人水道施設等整備補助金

１補助あたり10万円以上100万円以内 
２戸以上が共同して整備する場合、１補助あたり 戸
数×100万円以内 
補助対象経費 70％以内（1,000円未満切り捨て）

高齢者・障がい者にやさしい住宅改
良促進事業 改修費用の90％（上限63万円） 健康福祉課 福祉係

福祉・医療

インフルエンザ予防接種費用助成

〈生後６ヶ月～年度内に18歳を迎える方〉接種費用の
全額（年度内に２回まで） 
〈年度内に19歳を迎える方～64歳の方〉村内で使用で
きる商品券1,000円分 
〈65歳以上の方〉自己負担額2,000円を除いた額 健康福祉課

健康支援係おたふくかぜ予防接種費用助成 〈１歳～年度内に18歳を迎える方〉接種費用の全額
高齢者肺炎球菌予防接種費用助成 〈65歳以上の方〉自己負担額4,000円を除いた額

帯状疱疹予防接種費用助成 〈50歳以上の方〉自己負担額（生ワクチンは4,000円、
不活化ワクチンは10,000円）を除いた額

県外定期予防接種助成 県外医療機関で接種した定期予防接種の費用
天龍村腎不全療養費補助金 年額50,000円（透析患者で通院されている方） 健康福祉課 福祉係

出産・子育て

里帰り出産等妊婦健康診査費用助成 里帰り出産などにより県外の医療機関や助産院で受診し
た妊婦健診費用のうち、保険適用外となる自己負担額

健康福祉課
健康支援係

県外医療機関等における産婦健康診
査助成金

里帰り出産などにより県外の医療機関等で受診した産
婦健康診査費用

産後ケア事業
医療機関などで行う宿泊を伴うショートステイ型産後
ケアおよび日帰りで行うデイサービス型産後ケアに要
した費用

妊婦のための支援給付
〈妊娠されたとき〉５万円  
〈出産予定日の８週間前から〉５万円×妊娠している
子どもの数

赤ちゃんおむつ助成券交付事業 月2,000円分の助成券 健康福祉課 福祉係
教　育

高校生通学費補助事業 電車通学定期券購入に対し６ヶ月定期券購入費の1/2
を補助

教育委員会天龍村奨学金貸与事業（龍蛇山澤基
金）

⑴高校生にあっては、一人月額20,000円以内 
⑵それ以外の者にあっては、一人月額30,000円以内

天龍村要保護及び準要保護児童生徒
援助費支給事業 国の定める範囲内の額

その他
省エネ推進普及事業補助金 電動アシスト自転車購入費の1/3 １台30,000円 建設課

環境水道係犬猫繁殖制限手術費補助 犬猫繁殖制限手術費補助金 １頭 8,000円
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　令和７年度から、国の制度改正により、65歳以上の介護保険料の段階を区分する額が一部変
更となります（変更となる箇所は、下表の下線部分です）。
　ご不明な点がありましたら、役場健康福祉課までお問い合わせください（ただし、個人の介
護保険料額や段階などについては、お電話ではお答えできません）。

※制度改正により影響のない段階については、表から省略しています。
※令和７年３月13日付の回覧文書でもお知らせしています。

介護保険料 所得段階区分の変更について （2025年４月１日～ 2028年３月31日）※制度が拡充されています。

〈お問い合わせ先〉天龍村役場 地域振興課 ☎0260-32-1023

天龍村定住促進事業のあらまし

種類 補助金等の額 補助対象事業の範囲及び補助要件

住
宅
新
築
補
助
金

工事費の10％以内
（限度額300万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ永住の意志がある者
②申請時の年齢が18歳以上の者
③申請後２年以内に建築の完成を認める者
④補助金は１戸１件を対象とします。
⑤申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受け建設する場合は対象となりません。ただし、
村長が特別の理由があると認めるときは、この限りではありません。
⑥工事完成後に補助金を交付します。
⑦工事完成後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。

住
宅
増
改
築
補
助
金

工事費の20％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が18歳以上の者
③補助金は１戸１件を対象とします。
④申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて施工する場合は対象となりません。
⑤工事完了後に補助金を交付します。
⑥この補助金は、バリアフリーを目的とした増改築も対象となります。

空
き
家
等
取
得
補
助
金

取得費の20％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が18歳以上の者
③申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて取得する場合は対象となりません。
④空き屋等取得後に補助金を交付します。
⑤空き屋等取得後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。

住
宅
用
地
取

得
補
助
金

取得費の100％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が18歳以上の者
③住宅用地面積100㎡以上取得した者
④用地取得後に補助金を交付します。

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
助
成
金

２歳以上１人につき５万円
右記⑥に該当する場合は＋
５万円

①天龍村に70歳以下でＵ・Ｉターンした者で、居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②村内に居住した日から起算し、２年経過後に支給します。
③支給は１人につき１回限りとし、支給後の再転入は支給しません。
④申請者本人及び同居者が他の補助金を受けた場合は支給しません。
⑤申請時において２歳未満の子供がいる場合は、その子供に対し出産祝金を交付します。
⑥転入時に30歳以下でＵ・Ｉターンした者のうち、村役場を除く村内事業所に就職ないし起業、就農し、
継続して２年以上勤務した場合は、①～⑤とは別に左記に定める助成金を支給します。

後
継
者
助
成
金

５万円
右記③に該当する場合は＋
５万円

①新規学卒後、村内に居住及び住所を有し、かつ、本人及び父母等に永住の意志がある者
②卒業した日から起算し、12か月経過後に支給します。ただし、申請時に12か月以上の居住及び住
所要件を満たしている必要があります。
③新規学卒した年に、村役場を除く村内事業所に就職ないし起業、就農し、継続して２年以上勤務し
た場合は、①②とは別に左記に定める助成金を支給します。

通
勤
助
成
事
業

１㎞あたり10円（支給限度:
１月あたり8,000円（消防団
員にあっては、１月あたり　
10,000円）但し、支給総額
の1/２の額は　村内SS利
用クーポン券にて助成）年
間支給券算出式「10円×最
短通勤往復距離×１か月の
通勤日数（22日を上限とす
る）×通勤月数」

①１月１日の申請基準日において天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志がある者
②16歳以上で村外の就業地に勤務している者、及び村長が特別に認めた者に支給します。
③毎年１月から12月までの間の利用実績に応じ、支給総額を決定します。
ただし、当該月の勤務日数が15日を欠くときは当該月分については支給の対象となりません。
④支給総額のうち1/2は現金で支給し、1/2は村内SSで翌年度利用できるクーポン券（千円券）を
発行します。【クーポン券相当額計算式】支給総額×1/2（但し百円単位は切り捨て、現金で支給）
⑤消防団員にあっては算出された年間支給額に10％の額を加算し支給します。
⑥村内SS利用クーポン券は村内のガソリンスタンドに限り使用できるものとし、当該スタンド取扱商品、
サービスに対し使用できます。※村内ガソリンスタンドでの利用が困難な場合は、阿南町   信愛給
油所で利用できるクーポン券と交換させていただきます。（利用可能の例：給油、灯油配達、タイヤ・
オイル交換、洗車等／利用不可能：専用カードへの入金）

結
婚
祝
金

国内、外国人との結婚を問
わず１組　10万円

①天龍村に２年以上居住及び住所を有する者で、かつ、永住の意志のある夫婦（居住要件は片方
が該当していれば対象となります。）
②結婚祝金は重複して支給しません。

出
産
祝
金

第１子・第２子：20万円、
第３子：50万円、第４子以
降は第３子と同額

父母のいずれかが天龍村に２年以上居住及び住所を有する者で、かつ、永住の意志のある父母。

健康福祉課健康支援係　☎３２－１０２１

　
長
野
県
で
は
、
燃
料
価
格
高
騰

に
よ
り
生
活
に
お
困
り
の
方
を
支

え
る
た
め
、
ガ
ソ
リ
ン
支
援
を
行

い
ま
す
。
申
請
用
紙
は
役
場
及
び

南
支
所
窓
口
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
支
援
内
容
…
ガ
ソ
リ
ン
ギ
フ
ト

券
（
５
，
０
０
０
円
分
）

〇
申
請
対
象
…
次
の
３
つ
を
満
た

す
世
帯

①
令
和
７
年
１
月
１
日
時
点
で
長

野
県
に
住
所
登
録
が
あ
る
方

②
令
和
６
年
度
住
民
税
非
課
税
又

は
、
令
和
５
年
の
年
収
（
控
除

前
）
が
２
０
０
万
未
満
の
世
帯

③
自
動
車
（
水
素
・
電
気
自
動
車

除
く
）、
自
動
二
輪
又
は
、
原

動
機
付
自
転
車
を
使
用
す
る
世

帯
〇
申
請
期
間
…
令
和
７
年
７
月
31

日
ま
で

〇
申
請
方
法
…
県
へ
の
郵
送
又
は

オ
ン
ラ
イ
ン

（https://www.nagano-gs-kinkyu.jp

）

〇
お
問
い
合
わ
せ
先
…
長
野
県
ガ

ソ
リ
ン
緊
急
支
援
事
務
セ
ン

タ
ー

（
☎
０
２
６‒

２
１
７‒

７
８
２
７
）

段　階 対　象　と　な　る　方 年額保険料

第１段階
生活保護の方および世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金を
受給されている方、または前年所得金額＋課税年金収入額が
80万９千円（変更前は80万円）以下の方

25,650円

第２段階
本人および世帯員全員が住民税非課税で、合計所得金額＋課税
年金収入額が80万９千円（変更前は80万円）を超え120万円以
下の方

43,650円

（省　　略）

第４段階
本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる場合）で、
合計所得金額＋課税年金収入額が80万９千円（変更前は80万
円）以下の方

81,000円

第５段階
（基準額）

本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる場合）で、
第４段階以外の方

90,000円

（省　　略）

長
野
県
ガ
ソ
リ
ン

　
　緊
急
支
援
事
業
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が
ん
は
、
年
齢
と
と
も
に
か
か
り

や
す
い
病
気
で
す
。
今
日
、
日
本
人

の
２
人
に
１
人
が
生
涯
に
お
い
て
一

度
は
「
が
ん
に
か
か
る
」
と
い
わ
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
が
ん
は
早
期
発
見
や
治
療

法
の
進
歩
に
伴
い
「
不
治
」
で
は
な

く
「
長
く
付
き
合
う
」
病
気
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

①
肺
が
ん
…
が
ん
の
部
位
別
死
亡
数

第
１
位
で
、
年
間
７
万
人
以
上
が
亡

く
な
り
ま
す
。
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い

こ
と
、
他
人
の
た
ば
こ
を
避
け
る
こ

と
で
、
肺
が
ん
を
予
防
で
き
ま
す
。

②
胃
が
ん
…
胃
が
ん
の
死
亡
数
は
男

性
の
３
位
、
女
性
の
５
位
で
す
。
原

因
は
、
ピ
ロ
リ
菌
の
持
続
感
染
の
ほ

か
、
食
生
活
で
は
塩
分
過
剰
摂
取
、

過
度
の
飲
酒
、
野
菜
果
物
の
摂
取
不

足
な
ど
の
影
響
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
で
も
胃
が
ん
は
「
治
る
病
気
」

に
な
り
つ
つ
あ
り
、
５
年
生
存
率
は

約
67
％
で
す
。

③
大
腸
が
ん
…
近
年
、
大
腸
が
ん
は

急
増
し
て
お
り
年
間
５
万
人
以
上
の

方
が
亡
く
な
り
ま
す
。
特
に
女
性
で

は
部
位
別
死
亡
率
１
位
で
、
早
期
発

見
が
と
て
も
大
事
で
す
。

　「
便
潜
血
検
査
」
は
、
便
の
中
に

血
液
が
混
じ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を

調
べ
ま
す
。
１
回
で
も「
陽
性
」と
判

定
が
出
た
ら
放
置
せ
ず
、早
め
に「
大

腸
内
視
鏡
検
査
」（
精
密
検
査
）
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
早
期
発
見
と
治

療
で
、５
年
生
存
率
は
約
71
％
で
す
。

④
乳
が
ん
…
乳
が
ん
は
女
性
に
一
番

多
い
が
ん
で
、
40
〜
50
歳
代
を
ピ
ー

ク
に
発
症
や
死
亡
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
早
い
初
経
年
齢
や
遅
い
閉
経
年

齢
な
ど
が
発
症
の
危
険
因
子
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
一
部
に
遺
伝
性
の
乳
が

ん
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
ア
ル
コ
ー
ル

の
摂
取
、
喫
煙
（
受
動
喫
煙
）、
肥

満
な
ど
も
発
症
に
関
係
す
る
よ
う
で

す
。

　
40
歳
以
上
の
女
性
は
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
査
を
受
け
、
定
期
的
な
乳
房

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
、
し
こ
り
や
異

常
の
有
無
を
確
か
め
る
習
慣
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。
乳
が
ん
の
治
療
法

は
日
々
進
化
し
て
い
て
、
５
年
生
存

率
は
約
92
％
で
す
。

⑤
子
宮
頸
が
ん
…
20
〜
30
歳
代
の
若

い
女
性
に
増
え
て
お
り
、
そ
の
発
症

に
は
「
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
」
が
関
連
す
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
日
本
で
は
、
小
学
６
年
〜
高
校

１
年
生
相
当
の
女
性
を
対
象
に
「
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
」
を
行
い

ま
す
。
そ
し
て
20
歳
に
な
っ
た
ら
が

ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
子
宮
頸
が
ん
の
５
生
存
率
は
約

76
％
で
す
が
、
初
期
病
変
で
な
い
と

手
術
で
子
宮
を
全
て
摘
出
す
る
こ
と

に
な
り
、
早
期
発
見
が
大
切
で
す
。

☆
５
年
（
相
対
）
生
存
率
は
、
が
ん

と
診
断
さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
う
ち
、

診
断
か
ら
５
年
後
に
生
存
が
確
認

で
き
た
割
合
を
意
味
し
ま
す
。

『
令
和
７
年
度
の

が
ん
検
診
に
つ
い
て
』　
　

　
村
で
は
、
医
療
保
険
の
種
類
に
関

係
な
く
受
け
ら
れ
る
、
が
ん
の
集
団

検
診
を
行
い
ま
す
。
各
世
帯
に
お
届

け
し
た
「
検
診
調
査
票
」
の
「
村
で

う
け
る
」
に
〇
を
つ
け
て
提
出
さ
れ

た
方
に
は
、
後
日
、
検
診
票
と
詳
細

通
知
を
送
付
し
ま
す
。

検診項目 肺がん 胃がん 大腸がん 婦人科検診

対象者 40歳
以上

40歳
以上

40歳
以上

子宮頸がん：20歳以上
乳がん（エコー）：30歳～39歳及び
　　　　　　　　41歳～69歳の奇数歳
乳がん （マンモ）：40歳～70歳の偶数歳

実施日 ９月16日㈫ 11月４日㈫ 11月４日㈫ ７月～令和８年３月

受診場所 各地区を
巡回します

老人福祉センター
おきよめの湯

老人福祉センター
おきよめの湯 阿南病院

検査項目 問診
胸部X線撮影

問診
胃部Ｘ線撮影
（バリウム）

問診
便潜血検査（２日法）

問診　子宮頸がん：細胞診
　　　乳がん　　：超音波検査（エコー）
　　　　　　　　　マンモグラフィー

費用
（個人負担金） 500円 1,500円 500円

子宮頸がん：1,000円
乳がん（エコー）：1,000円
乳がん（マンモグラフィー）：2,000円

〈お問い合わせ先〉天龍村役場 健康福祉課　☎0260-32-1021

※詳しくは、４月上旬にお配りしました「がん検診希望調査」をご覧いただき、申し込みください。

がん検診一覧表（集団検診）がん検診一覧表（集団検診）
令和７年度の天龍村国民健康保険診療所の診療体制について令和７年度の天龍村国民健康保険診療所の診療体制について

年に１度は、特定健診を受けましょう!年に１度は、特定健診を受けましょう!

※人間ドックを受診予定の方は、村の集団特定健診は受診する必要はありません。
※75歳以上の方で定期的に病院を受診している方は、主治医とご相談ください。

　高血圧症、脂質異常症、糖尿病などの生活習慣病のほとんどは自覚症状がないため、健
診で早期発見しましょう。
　また、内臓脂肪が過剰に蓄積した状態であるメタボリックシンドロームは、生活習慣病
の原因と言われており、特定健診はこのメタボリックシンドロームに着目した内容になっ
ています。ぜひ受診しましょう！

※村では国の指針に基づき、以下のがん検診を行います。勤務先などでがん検診を受ける機会
のない方は、検診費用のお得な村の集団検診をご利用ください。

特定健診 特定保健指導 後期高齢者健康診査

年齢 令和７年度40～74歳の方（75歳の誕生日前日まで）健診の結果、
メタボリック
シンドローム
のリスクに応
じて、栄養
士・保健師な
どの専門職か
ら、生活習慣
改善のサポー
トを６か月間
受けられます。

健診のあと
は、特定保健
指導を受けま
しょう！

令和７年度75歳～80歳
の方

対象者
天龍村国保加入者の方
（人間ドックと重複受
診はできません）

勤務先等の医療保険加
入者及びその扶養者

後期高齢者医療保険加
入者

受診に
必要なもの

・天龍村国民健康保険
被保険者証
・健診費用

個別の特定健診につい
ては加入している各医
療保険者にお問い合わ
せください。

・長野県後期高齢者医
療被保険者証

・健診費用

集団健診
７／29㈫
老人福祉センター
おきよめの湯

７／29㈫
老人福祉センター
おきよめの湯

費用
（個人負担金） 2,000円 1,000円

実施者 
（お問い合わせ先）

天龍村役場 健康福祉課
☎0260-32-1021

天龍村役場 健康福祉課
☎0260-32-1021

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

『
や
さ
し
い
が
ん
の
知
識
』

天龍村国民健康保険診療所の診療体制について、以下のとおりとなります。

１．医師氏名：水谷　喜雄
２．診療科目：内科、外科
３．診療日・診療時間

４．その他
医師不在時については従来どおり携帯電話への転送などにより医師・看護師が対応します。

天龍村国民健康保険診療所　☎0260-31-0950　FAX:0260-31-0951

曜　日 午　前 午　後 備　考

日・祝 休日当番日のみ診療（９：00 ～ 18：00）

〇受付時間は、診療終了時
刻の30分前までとなりま
す。

月 ８：30～12：00 15：00～19：00

火 ８：30～12：00 15：00～17：00

水 ８：30～12：00 15：00～17：00

木 ８：30～12：00 15：00～16：30

金 予約の方のみ診療

土 休　診
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が
ん
は
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と
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も
に
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。
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、
日
本
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の
２
人
に
１
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が
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に
お
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て
一

度
は
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が
ん
に
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る
」
と
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す
。
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、
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は
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発
見
や
治
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法
の
進
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に
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い
「
不
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」
で
は
な

く
「
長
く
付
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合
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」
病
気
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

①
肺
が
ん
…
が
ん
の
部
位
別
死
亡
数

第
１
位
で
、
年
間
７
万
人
以
上
が
亡

く
な
り
ま
す
。
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い

こ
と
、
他
人
の
た
ば
こ
を
避
け
る
こ

と
で
、
肺
が
ん
を
予
防
で
き
ま
す
。

②
胃
が
ん
…
胃
が
ん
の
死
亡
数
は
男

性
の
３
位
、
女
性
の
５
位
で
す
。
原

因
は
、
ピ
ロ
リ
菌
の
持
続
感
染
の
ほ

か
、
食
生
活
で
は
塩
分
過
剰
摂
取
、

過
度
の
飲
酒
、
野
菜
果
物
の
摂
取
不

足
な
ど
の
影
響
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
で
も
胃
が
ん
は
「
治
る
病
気
」

に
な
り
つ
つ
あ
り
、
５
年
生
存
率
は

約
67
％
で
す
。

③
大
腸
が
ん
…
近
年
、
大
腸
が
ん
は

急
増
し
て
お
り
年
間
５
万
人
以
上
の

方
が
亡
く
な
り
ま
す
。
特
に
女
性
で

は
部
位
別
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亡
率
１
位
で
、
早
期
発

見
が
と
て
も
大
事
で
す
。

　「
便
潜
血
検
査
」
は
、
便
の
中
に

血
液
が
混
じ
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て
い
る
か
ど
う
か
を

調
べ
ま
す
。
１
回
で
も「
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性
」と
判

定
が
出
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ら
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せ
ず
、早
め
に「
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内
視
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検
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精
密
検
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）
を
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だ
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い
。
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発
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と
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で
、５
年
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は
約
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で
す
。

④
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に
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や
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や
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な
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が
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の
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と
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が
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に
遺
伝
性
の
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す
。
ま
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の
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、
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（
受
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肥
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な
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も
発
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に
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る
よ
う
で

す
。
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以
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の
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を
受
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、
定
期
的
な
乳
房
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フ
チ
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で
、
し
こ
り
や
異

常
の
有
無
を
確
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め
る
習
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を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。
乳
が
ん
の
治
療
法

は
日
々
進
化
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て
い
て
、
５
年
生
存

率
は
約
92
％
で
す
。

⑤
子
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頸
が
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…
20
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30
歳
代
の
若

い
女
性
に
増
え
て
お
り
、
そ
の
発
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に
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が
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る
と
い
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れ
ま
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生
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の
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を
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を
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ま
す
。
そ
し
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に
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ん
検
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を
受
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ま
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ょ
う
。
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頸
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の
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は
約
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で
す
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と
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子
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を
全
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る
こ
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に
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り
、
早
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。
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５
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５
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し
ま
す
。

『
令
和
７
年
度
の

が
ん
検
診
に
つ
い
て
』　
　

　
村
で
は
、
医
療
保
険
の
種
類
に
関

係
な
く
受
け
ら
れ
る
、
が
ん
の
集
団

検
診
を
行
い
ま
す
。
各
世
帯
に
お
届

け
し
た
「
検
診
調
査
票
」
の
「
村
で

う
け
る
」
に
〇
を
つ
け
て
提
出
さ
れ

た
方
に
は
、
後
日
、
検
診
票
と
詳
細

通
知
を
送
付
し
ま
す
。

検診項目 肺がん 胃がん 大腸がん 婦人科検診

対象者 40歳
以上

40歳
以上

40歳
以上

子宮頸がん：20歳以上
乳がん（エコー）：30歳～39歳及び
　　　　　　　　41歳～69歳の奇数歳
乳がん （マンモ）：40歳～70歳の偶数歳

実施日 ９月16日㈫ 11月４日㈫ 11月４日㈫ ７月～令和８年３月

受診場所 各地区を
巡回します

老人福祉センター
おきよめの湯

老人福祉センター
おきよめの湯 阿南病院

検査項目 問診
胸部X線撮影

問診
胃部Ｘ線撮影
（バリウム）

問診
便潜血検査（２日法）

問診　子宮頸がん：細胞診
　　　乳がん　　：超音波検査（エコー）
　　　　　　　　　マンモグラフィー

費用
（個人負担金） 500円 1,500円 500円

子宮頸がん：1,000円
乳がん（エコー）：1,000円
乳がん（マンモグラフィー）：2,000円

〈お問い合わせ先〉天龍村役場 健康福祉課　☎0260-32-1021

※詳しくは、４月上旬にお配りしました「がん検診希望調査」をご覧いただき、申し込みください。

がん検診一覧表（集団検診）がん検診一覧表（集団検診）
令和７年度の天龍村国民健康保険診療所の診療体制について令和７年度の天龍村国民健康保険診療所の診療体制について

年に１度は、特定健診を受けましょう!年に１度は、特定健診を受けましょう!

※人間ドックを受診予定の方は、村の集団特定健診は受診する必要はありません。
※75歳以上の方で定期的に病院を受診している方は、主治医とご相談ください。

　高血圧症、脂質異常症、糖尿病などの生活習慣病のほとんどは自覚症状がないため、健
診で早期発見しましょう。
　また、内臓脂肪が過剰に蓄積した状態であるメタボリックシンドロームは、生活習慣病
の原因と言われており、特定健診はこのメタボリックシンドロームに着目した内容になっ
ています。ぜひ受診しましょう！

※村では国の指針に基づき、以下のがん検診を行います。勤務先などでがん検診を受ける機会
のない方は、検診費用のお得な村の集団検診をご利用ください。

特定健診 特定保健指導 後期高齢者健康診査

年齢 令和７年度40～74歳の方（75歳の誕生日前日まで）健診の結果、
メタボリック
シンドローム
のリスクに応
じて、栄養
士・保健師な
どの専門職か
ら、生活習慣
改善のサポー
トを６か月間
受けられます。

健診のあと
は、特定保健
指導を受けま
しょう！

令和７年度75歳～80歳
の方

対象者
天龍村国保加入者の方
（人間ドックと重複受
診はできません）

勤務先等の医療保険加
入者及びその扶養者

後期高齢者医療保険加
入者

受診に
必要なもの

・天龍村国民健康保険
被保険者証
・健診費用

個別の特定健診につい
ては加入している各医
療保険者にお問い合わ
せください。

・長野県後期高齢者医
療被保険者証
・健診費用

集団健診
７／29㈫
老人福祉センター
おきよめの湯

７／29㈫
老人福祉センター
おきよめの湯

費用
（個人負担金） 2,000円 1,000円

実施者 
（お問い合わせ先）

天龍村役場 健康福祉課
☎0260-32-1021

天龍村役場 健康福祉課
☎0260-32-1021

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

『
や
さ
し
い
が
ん
の
知
識
』

天龍村国民健康保険診療所の診療体制について、以下のとおりとなります。

１．医師氏名：水谷　喜雄
２．診療科目：内科、外科
３．診療日・診療時間

４．その他
医師不在時については従来どおり携帯電話への転送などにより医師・看護師が対応します。

天龍村国民健康保険診療所　☎0260-31-0950　FAX:0260-31-0951

曜　日 午　前 午　後 備　考

日・祝 休日当番日のみ診療（９：00 ～ 18：00）

〇受付時間は、診療終了時
刻の30分前までとなりま
す。

月 ８：30～12：00 15：00～19：00

火 ８：30～12：00 15：00～17：00

水 ８：30～12：00 15：00～17：00

木 ８：30～12：00 15：00～16：30

金 予約の方のみ診療

土 休　診
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　令和７年度から、国の制度改正により、65歳以上の介護保険料の段階を区分する額が一部変
更となります（変更となる箇所は、下表の下線部分です）。
　ご不明な点がありましたら、役場健康福祉課までお問い合わせください（ただし、個人の介
護保険料額や段階などについては、お電話ではお答えできません）。

※制度改正により影響のない段階については、表から省略しています。
※令和７年３月13日付の回覧文書でもお知らせしています。

介護保険料 所得段階区分の変更について （2025年４月１日～ 2028年３月31日）※制度が拡充されています。

〈お問い合わせ先〉天龍村役場 地域振興課 ☎0260-32-1023

天龍村定住促進事業のあらまし

種類 補助金等の額 補助対象事業の範囲及び補助要件

住
宅
新
築
補
助
金

工事費の10％以内
（限度額300万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ永住の意志がある者
②申請時の年齢が18歳以上の者
③申請後２年以内に建築の完成を認める者
④補助金は１戸１件を対象とします。
⑤申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受け建設する場合は対象となりません。ただし、
村長が特別の理由があると認めるときは、この限りではありません。
⑥工事完成後に補助金を交付します。
⑦工事完成後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。

住
宅
増
改
築
補
助
金

工事費の20％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が18歳以上の者
③補助金は１戸１件を対象とします。
④申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて施工する場合は対象となりません。
⑤工事完了後に補助金を交付します。
⑥この補助金は、バリアフリーを目的とした増改築も対象となります。

空
き
家
等
取
得
補
助
金

取得費の20％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が18歳以上の者
③申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて取得する場合は対象となりません。
④空き屋等取得後に補助金を交付します。
⑤空き屋等取得後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。

住
宅
用
地
取

得
補
助
金

取得費の100％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が18歳以上の者
③住宅用地面積100㎡以上取得した者
④用地取得後に補助金を交付します。

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
助
成
金

２歳以上１人につき５万円
右記⑥に該当する場合は＋
５万円

①天龍村に70歳以下でＵ・Ｉターンした者で、居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②村内に居住した日から起算し、２年経過後に支給します。
③支給は１人につき１回限りとし、支給後の再転入は支給しません。
④申請者本人及び同居者が他の補助金を受けた場合は支給しません。
⑤申請時において２歳未満の子供がいる場合は、その子供に対し出産祝金を交付します。
⑥転入時に30歳以下でＵ・Ｉターンした者のうち、村役場を除く村内事業所に就職ないし起業、就農し、
継続して２年以上勤務した場合は、①～⑤とは別に左記に定める助成金を支給します。

後
継
者
助
成
金

５万円
右記③に該当する場合は＋
５万円

①新規学卒後、村内に居住及び住所を有し、かつ、本人及び父母等に永住の意志がある者
②卒業した日から起算し、12か月経過後に支給します。ただし、申請時に12か月以上の居住及び住
所要件を満たしている必要があります。
③新規学卒した年に、村役場を除く村内事業所に就職ないし起業、就農し、継続して２年以上勤務し
た場合は、①②とは別に左記に定める助成金を支給します。

通
勤
助
成
事
業

１㎞あたり10円（支給限度:
１月あたり8,000円（消防団
員にあっては、１月あたり　
10,000円）但し、支給総額
の1/２の額は　村内SS利
用クーポン券にて助成）年
間支給券算出式「10円×最
短通勤往復距離×１か月の
通勤日数（22日を上限とす
る）×通勤月数」

①１月１日の申請基準日において天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志がある者
②16歳以上で村外の就業地に勤務している者、及び村長が特別に認めた者に支給します。
③毎年１月から12月までの間の利用実績に応じ、支給総額を決定します。
ただし、当該月の勤務日数が15日を欠くときは当該月分については支給の対象となりません。
④支給総額のうち1/2は現金で支給し、1/2は村内SSで翌年度利用できるクーポン券（千円券）を
発行します。【クーポン券相当額計算式】支給総額×1/2（但し百円単位は切り捨て、現金で支給）
⑤消防団員にあっては算出された年間支給額に10％の額を加算し支給します。
⑥村内SS利用クーポン券は村内のガソリンスタンドに限り使用できるものとし、当該スタンド取扱商品、
サービスに対し使用できます。※村内ガソリンスタンドでの利用が困難な場合は、阿南町   信愛給
油所で利用できるクーポン券と交換させていただきます。（利用可能の例：給油、灯油配達、タイヤ・
オイル交換、洗車等／利用不可能：専用カードへの入金）

結
婚
祝
金

国内、外国人との結婚を問
わず１組　10万円

①天龍村に２年以上居住及び住所を有する者で、かつ、永住の意志のある夫婦（居住要件は片方
が該当していれば対象となります。）
②結婚祝金は重複して支給しません。

出
産
祝
金

第１子・第２子：20万円、
第３子：50万円、第４子以
降は第３子と同額

父母のいずれかが天龍村に２年以上居住及び住所を有する者で、かつ、永住の意志のある父母。

健康福祉課健康支援係　☎３２－１０２１

　
長
野
県
で
は
、
燃
料
価
格
高
騰

に
よ
り
生
活
に
お
困
り
の
方
を
支

え
る
た
め
、
ガ
ソ
リ
ン
支
援
を
行

い
ま
す
。
申
請
用
紙
は
役
場
及
び

南
支
所
窓
口
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
支
援
内
容
…
ガ
ソ
リ
ン
ギ
フ
ト

券
（
５
，
０
０
０
円
分
）

〇
申
請
対
象
…
次
の
３
つ
を
満
た

す
世
帯

①
令
和
７
年
１
月
１
日
時
点
で
長

野
県
に
住
所
登
録
が
あ
る
方

②
令
和
６
年
度
住
民
税
非
課
税
又

は
、
令
和
５
年
の
年
収
（
控
除

前
）
が
２
０
０
万
未
満
の
世
帯

③
自
動
車
（
水
素
・
電
気
自
動
車

除
く
）、
自
動
二
輪
又
は
、
原

動
機
付
自
転
車
を
使
用
す
る
世

帯
〇
申
請
期
間
…
令
和
７
年
７
月
31

日
ま
で

〇
申
請
方
法
…
県
へ
の
郵
送
又
は

オ
ン
ラ
イ
ン

（https://www.nagano-gs-kinkyu.jp

）

〇
お
問
い
合
わ
せ
先
…
長
野
県
ガ

ソ
リ
ン
緊
急
支
援
事
務
セ
ン

タ
ー

（
☎
０
２
６‒

２
１
７‒

７
８
２
７
）

段　階 対　象　と　な　る　方 年額保険料

第１段階
生活保護の方および世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金を
受給されている方、または前年所得金額＋課税年金収入額が
80万９千円（変更前は80万円）以下の方

25,650円

第２段階
本人および世帯員全員が住民税非課税で、合計所得金額＋課税
年金収入額が80万９千円（変更前は80万円）を超え120万円以
下の方

43,650円

（省　　略）

第４段階
本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる場合）で、
合計所得金額＋課税年金収入額が80万９千円（変更前は80万
円）以下の方

81,000円

第５段階
（基準額）

本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる場合）で、
第４段階以外の方

90,000円

（省　　略）

長
野
県
ガ
ソ
リ
ン

　
　緊
急
支
援
事
業
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した

優良運転者 一般運転者

優良運転者マイナ免許証のみ保有者 一般運転者講習

（免許情報が記録された
マイナンバーカード ）

のみ

その他・村の各種補助制度など
暮らし・住まい

名 称 内容・補助額（率）など 担当課

天龍村住宅耐震改修事業補助金 精密診断：全額補助 
耐震補強工事：工事費の1/2以内（限度額60万円） 建設課

建設係天龍村住宅新築・リフォーム補助金 工事費の1/4に相当する金額（限度額20万円）
天龍村空き家解体ローン利子補給金 金融機関から借り入れた利子分を助成

太陽と森林エネルギー活用推進事業
補助金

①太陽光発電施設補助金 補助基本額 1KW当たり
50,000円 限度額200,000円
②薪及びペレットストーブ設置補助 設置費用の1/3 限
度額1基100,000円 

建設課
環境水道係

天龍村生ごみ処理機補助金 天龍村生ごみ処理機補助金 1回 20,000円

天龍村浄化槽設置設備事業補助金

５人槽 332,000円 7人槽 414,000円
８～10人槽 548,000円 11～20人槽 939,000円 
21～30人槽 1,472,000円 31～50人槽 2,033,000円 
51人槽以上2,326,000円

天龍村浄化槽法定検査補助金 法定検査を行った浄化槽1基当たり5,000円

合併浄化槽清掃費補助金 浄化槽1基当たり15,000円又は清掃費の額に2分の1を
乗じて得た額のいずれか少ない額。

個人水道施設等整備補助金

１補助あたり10万円以上100万円以内 
２戸以上が共同して整備する場合、１補助あたり 戸
数×100万円以内 
補助対象経費 70％以内（1,000円未満切り捨て）

高齢者・障がい者にやさしい住宅改
良促進事業 改修費用の90％（上限63万円） 健康福祉課 福祉係

福祉・医療

インフルエンザ予防接種費用助成

〈生後６ヶ月～年度内に18歳を迎える方〉接種費用の
全額（年度内に２回まで） 
〈年度内に19歳を迎える方～64歳の方〉村内で使用で
きる商品券1,000円分 
〈65歳以上の方〉自己負担額2,000円を除いた額 健康福祉課

健康支援係おたふくかぜ予防接種費用助成 〈１歳～年度内に18歳を迎える方〉接種費用の全額
高齢者肺炎球菌予防接種費用助成 〈65歳以上の方〉自己負担額4,000円を除いた額

帯状疱疹予防接種費用助成 〈50歳以上の方〉自己負担額（生ワクチンは4,000円、
不活化ワクチンは10,000円）を除いた額

県外定期予防接種助成 県外医療機関で接種した定期予防接種の費用
天龍村腎不全療養費補助金 年額50,000円（透析患者で通院されている方） 健康福祉課 福祉係

出産・子育て

里帰り出産等妊婦健康診査費用助成 里帰り出産などにより県外の医療機関や助産院で受診し
た妊婦健診費用のうち、保険適用外となる自己負担額

健康福祉課
健康支援係

県外医療機関等における産婦健康診
査助成金

里帰り出産などにより県外の医療機関等で受診した産
婦健康診査費用

産後ケア事業
医療機関などで行う宿泊を伴うショートステイ型産後
ケアおよび日帰りで行うデイサービス型産後ケアに要
した費用

妊婦のための支援給付
〈妊娠されたとき〉５万円  
〈出産予定日の８週間前から〉５万円×妊娠している
子どもの数

赤ちゃんおむつ助成券交付事業 月2,000円分の助成券 健康福祉課 福祉係
教　育

高校生通学費補助事業 電車通学定期券購入に対し６ヶ月定期券購入費の1/2
を補助

教育委員会天龍村奨学金貸与事業（龍蛇山澤基
金）

⑴高校生にあっては、一人月額20,000円以内 
⑵それ以外の者にあっては、一人月額30,000円以内

天龍村要保護及び準要保護児童生徒
援助費支給事業 国の定める範囲内の額

その他
省エネ推進普及事業補助金 電動アシスト自転車購入費の1/3 １台30,000円 建設課

環境水道係犬猫繁殖制限手術費補助 犬猫繁殖制限手術費補助金 １頭 8,000円
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令
和
７
年
３
月
21
日
㈮
に
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
令
和

６
年
度
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
・
集
落
支
援
員
の
活
動
報
告

会
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
６
年

度
は
協
力
隊
員
３
名
・
支
援
員

５
名
体
制
で
、
地
域
活
性
化
や

集
落
維
持
に
資
す
る
取
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
多

く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
を
聞
い
て
い

た
だ
い
た
ほ
か
、
え
ご
ま
製
品

や
十
久
保
南
蛮
な
ど
の
物
販
も

行
い
、
村
民
の
み
な
さ
ん
に
、

隊
員
・
支
援
員
の
活
動
に
つ
い

て
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
報
告
会
当
日
の
様
子
は
後
日
、

村
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
て
放
映
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
武
蔵
野
大
学
受
け
入
れ

（
３
月
28
日
㈮
〜
31
日
㈪
）

　
武
蔵
野
大
学
の
有
志
学
生
ら

に
よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
夏
に

も
来
村
し
た
学
生
達
が
参
加

し
、
今
回
は
子
供
た
ち
と
の
交

流
や
、
地
域
の
方
に
教
わ
り
な

が
ら
、木
の
伐
倒
や
薪
割
体
験
、

拠
点
づ
く
り
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　
何
度
も
来
て
い
る
学
生
も
お

り
、
関
係
人
口
の
広
が
り
を
感

じ
て
い
ま
す
。
東
京
に
帰
っ
て

か
ら
も
天
龍
村
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

た
だ
き
、
今
後
も
「
来
た
い
」

と
い
う
思
い
を
大
事
に
し
つ

つ
、
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
は
じ
め
ま
し
て
。
４

月
か
ら
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
、
山
本
亜
矢
（
や
ま
も
と
あ

や
）
と
申
し
ま
す
。

愛
知
県
豊
田
市
の
出
身
で
す
。

前
職
は
自
動
車
部
品
の
運
送
会
社

で
事
務
員
を
し
て
い
ま
し
た
。

第
一
次
産
業
に
従
事
す
る
方
た

ち
が
高
齢
化
で
減
少
し
て
い
く
こ

と
や
、
使
わ
れ
な
い
土
地
に
人
工

物
で
あ
る
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
ど

ん
ど
ん
設
置
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

危
機
感
を
感
じ
私
に
も
何
か
で
き

る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応

募
し
、
こ
ち
ら
で
お
世
話
に
な
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

将
来
的
に
は
お
茶
の
栽
培
、
販

促
に
携
わ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

が
、
お
茶
の
こ
と
も
農
業
の
こ

と
も
天
龍
村
の
こ
と
も
ま
だ
何
の

知
識
も
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
は
農
林
業
公
社
に
所
属

し
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
の
状
態
か
ら
学
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

至
ら
ぬ
点
は
多
々
見
受
け
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
ん
ど
ん

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
る
と
嬉

し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
ん
に
ち
は
。
渡
邊

美
里
（
わ
た
な
べ
み
さ
と
）

と
申
し
ま
す
。
先
月
大

学
を
卒
業
し
、
今
月
か
ら
協
力
隊

と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

出
身
は
北
海
道
釧
路
市
で
、
大

学
進
学
を
機
に
長
野
県
に
来
ま
し

た
。
天
龍
村
に
移
住
し
た
き
っ
か

け
は
、
大
学
３
年
生
の
時
に
大
学

の
先
輩
を
通
じ
て
初
め
て
天
龍
村

向
方
地
区
に
行
き
、
そ
こ
か
ら
何

度
も
山
作
業
に
同
行
さ
せ
て
も

ら
っ
た
り
、
お
話
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
り
し
て
天
龍
村
が
大
好
き

に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

活
動
は
向
方
地
区
を
拠
点
と
し

て
、
農
業
・
林
産
物
生
産
を
中
心

と
し
て
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
菌
床
し
い
た
け
の
栽

培
や
畑
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
お
米

の
栽
培
な
ど
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

伝
統
芸
能
に
も
携
わ
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
今
は
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
菌
床
し
い
た
け
の
菌
床
作
り

と
こ
れ
に
使
う
木
質
チ
ッ
プ
生
産

を
行
っ
て
い
ま
す
。

天
龍
村
の
み
な
さ
ん
と
仲
良
く

な
り
、
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
社
会
経

験
が
な
く
未
熟
な
部
分
が
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
精
い
っ
ぱ
い
頑
張

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

令和７年

（　　　　）

（　　　　）

令和７年

令和８年

地
域
お
こ
し
協
力
隊・

集
落
支
援
員
活
動
報
告
会

を
開
催
し
ま
し
た

大
学
生
の
活
動
を

　
　受
け
入
れ
ま
し
た

協
力
隊
の
紹
介

学生と地域の方で記念写真（坂部地区）
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こ
の
度
、
天
龍
村
が
令
和
６

年
２
月
６
日
㈭
に
行
わ
れ
た

「
長
野
県
ふ
る
さ
と
の
森
林
づ

く
り
賞
」
の
表
彰
式
で
、
信
州

の
木
の
利
活
用
推
進
の
部
に
お

い
て
長
野
県
木
材
協
同
組
合
連

合
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
国
際
森
林
認
証
を
取

得
し
た
村
の
木
材
を
、
小
中
併

設
校
の
増
改
築
や
駅
前
活
性
化

施
設
の
建
設
に
活
用
し
、
国
際

認
証
材
の
普
及
に
貢
献
し
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
26
日
㈬
、
み
ど
り
の
少

年
団
の
子
ど
も
た
ち
が
ブ
ッ
ポ

ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
つ
く
り
を
行
い

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
を

守
る
会
な
ど
様
々
な
方
と
子
ど

も
た
ち
が
協
力
し
て
、
４
月
10

日
㈭
に
行
わ
れ
た
巣
箱
か
け
用

30
個
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
４
日
㈫
に
は
、

み
ど
り
の
少
年
団
の
総
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
１
年
間
の
活
動
発

表
が
行
わ
れ
、
来
年
度
か
ら
高

学
年
に
な
る
子
ど
も
た
ち
へ
団

旗
の
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　
２
月
19
日
㈬
に
、
坂
部
地
区

の
左
閑
辺
屋
で
、天
龍
村
の「
柚

餅
子
」
食
文
化
調
査
・
魅
力
発

信
事
業
※

に
係
る「
柚
餅
子
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
大
勢
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
調
査
報
告
や
、

今
後
の
柚
餅
子
の
在
り
方
な
ど

に
つ
い
て
、
他
地
域
で
柚
餅
子

づ
く
り
を
さ
れ
て
い
る
方
な
ど

を
交
え
、
あ
ら
ゆ
る
視
点
か
ら

意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
当
日
の
様
子
は
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
ア
ー
カ
イ
ブ
動
画

が
視
聴
で
き
ま
す
。「
柚
餅
子

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。

※
事
業
内
容
は
、
令
和
７
年
１
月
発

行
の
広
報
天
龍
に
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

0
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100,000
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H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

（単位：万円）

年度末残高

公債費

直
近
20
年
の
当
初
予
算
額
推
移

直近２０年間の村債借入額等推移

借入額

140,000

160,000

180,000

200,000

220,000

240,000

260,000

280,000

300,000
（単位：万円）

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

役場庁舎耐震改修

保育所整備

温泉大規模改修

総合体育施設建設

小中併設校整備

防災行政無線同報系
デジタル化工事

※R5年度までは実績、R6は決算見込み、R7は当初予算で算出。

（単位：万円）

年度 当初予算額
H18 192,600
H19 187,500
H20 178,700
H21 179,000
H22 179,000
H23 176,000
H24 204,000
H25 170,000
H26 197,400
H27 173,600
H28 160,000
H29 166,000
H30 173,000
R元 230,000
R２ 211,400
R３ 204,000
R４ 262,900
R５ 265,600
R６ 222,500
R７ 237,100

（単位：万円）

年度 公債費 借入額 年度末残高

H18 78,178 22,360 389,540

H19 84,989 15,762 325,731

H20 74,594 15,288 270,884

H21 72,273 16,507 218,675

H22 56,233 25,474 190,713

H23 54,965 20,963 158,994

H24 47,384 51,309 164,656

H25 35,791 20,554 150,900

H26 30,251 40,059 161,925

H27 27,538 64,471 199,962

H28 22,213 24,114 202,822

H29 29,101 23,869 198,391

H30 31,484 26,987 194,542

R１ 30,584 68,368 232,844

R２ 30,217 43,032 246,117

R３ 55,605 33,998 224,877

R４ 30,412 69,189 264,843

R５ 35,090 78,720 320,412

R６ 32,859 16,167 297,859

R７ 29,386 24,450 294,849
シンポジウムの様子

柚
餅
子
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

ふ
る
さ
と
の

　森
林
づ
く
り
賞
を
受
賞

表彰式のようす

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
巣
箱
つ
く
り
と

　
　
　
　
　
　み
ど
り
の
少
年
団
の
総
会

◀
団
旗
引
継
ぎ

▶
巣
箱
の
作
り
方
を
学
習
中
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歳　　出

【性質別経費】　　※性質別経費とは、村の経費をその経済的性質を基準として主に以下にある分類にわけたものです。

【目的別経費】　　※目的別経費とは、経費を行政目的毎に分類したものです。

目　的　別性　質　別

人件費
48,767
21% 総務費

54,106
23%

公債費
29,386
12%

災害復旧費
1,084　0%

民生費
39,495
17%

予備費
300　0%

衛生費
13,440　6%労働費

7　0%

商工費
13,242
6%

消防費
6,900
3%

土木費
31,945
13%

教育費
22,469
9%

農林水産業費
21,165　9%

扶助費
12,386
5%

普通建設事業費
38,116　16%

公債費
29,386
12%物件費

52,552
22%

補助費等
30,308
13%

繰出金
19,514
8%

維持補修費
1,717　1%

積立金
2,970　1%

予備費
300　0％ 議会費

3,561　2%

災害復旧費
1,084　1%

義務的
経費
90,539
38%

投資的経費
39,200
17%

その他
経費
107,361
45%

（単位：万円）（単位：万円）

歳出項目 予算額 前年差 前年比 おもな歳出の手当、費用の説明

人件費 4億8,767万円 2,250万円 104.8% 議会議員・特別職・一般職員・会計年度任用職員等の報酬・給与・
手当です。（一般職員給の増などによる増）

物件費 5億2,552万円 1億2,514万円 131.3% 消耗品や燃料、電話料、郵便料、備品購入費、各種委託料などで
す。（電算委託料の増、ガバメントクラウド使用料の皆増などによる増）

扶助費 1億2,386万円 1,873万円 117.8% 法に基づき、児童、生徒、障がい者、高齢者に対して支払われる
医療費給付などです。（老人措置費、老人福祉医療の増などによる増）

補助費等 3億308万円 3,844万円 114.5%
建物や自動車の保険料、広域連合など他団体に対する負担金や補
助金・交付金です。（県防災無線保守管理負担金の皆増、高齢者生活
支援商品券の皆増などによる増）

普通建設
事業費 3億8,116万円 △2,285万円 94.3%

道路改良やその他の工事費、国、県の建設事業に対する負担金で
す。（道路メンテナンス補助事業橋梁修繕工事の減、ケーブルテレビ光
化による耐災害性強化工事の皆減などによる減）

繰出金 1億9,514万円 858万円 104.6% 一般会計から国保や介護保険などの特別会計へ支出されるもので
す。（水道事業会計繰出金の増、下水道事業会計繰出金の増などによる増）

歳出項目 予算額 前年差 前年比 おもな歳出の手当、費用の説明

総務費 5億4,106万円 1億2,976万円 131.5% おもに村の基本的な行財税政の運営のための経費です。（電算委託
料の増、ガバメントクラウド使用料の皆増などによる増）

民生費 3億9,495万円 2,029万円 105.4% 福祉など住民生活のための経費です。（ICTネットワーク整備事業の
増、老人措置費の増などによる増）

農林水産
業費 2億1,165万円 △1,068万円 95.2% 農林業に関する経費です。（林道向方線改良工事の皆減などによる減）

土木費 3億1,945万円 △3,477万円 90.2% 村道整備や住宅などに関する経費です。（橋梁修繕工事の減、トン
ネル点検委託料の皆減などによる減）

消防費 6,900万円 1,933万円 138.9% 消防や火災予防などの災害対策のための経費です。（県防災無線保
守管理負担金の皆増、消防施設解体工事の皆増などによる増）

教育費 2億2,469万円 5,128万円 129.6% 小・中学校や社会教育などに関する経費です。（なんでも館冷暖房
設備改修工事の皆増などによる増）

公債費 2億9,386万円 △3,473万円 89.4% 国などから借り入れた村債の返済金です。
今年度も将来の負担を軽減するため、繰上償還を行います。

令和７年度 地区担当職員名簿及び配置表
地区名 担当職員名

為 栗
影原　　房 飯泉　幸大

長 島 宇 連

折 立 斎藤　正宏 青木裕一郎

清 水 熊谷　弘幸 西村　颯真

東 原 Ａ 野竹　英二 槇村　綾奈

東 原 Ｂ 伊藤　祐介 小瀬水　渉

西 原 渡久山直樹 畠山　輝正 大山　哲平 宮澤真由美

中 央 大平　成二 福士　冬吾 宮澤真由美 中島加奈子 成瀬　理沙 山﨑　仁美

北 森　　祐二 宮澤　寿幸

本 町 松澤　一生 佐々木晟仁 成瀬　理沙

余 野 熊谷　弘幸 小林　勇太

岡 本 橘　　謙治 森　　祐二 金田　祥吾 槇村　綾奈

長 野 町 影原　　房 小瀬水　渉

長 野 藤澤　久美 服部　誠司

南 上 坂田　一万 畠山　輝正 中島加奈子

南 中 大平　卓治 宮下　正和 斉藤　佑馬

栄 町 内藤　孝雄 金田　祥吾

南 下 中島　俊博 若月　瑞歩 山﨑　仁美

松 島

大平　崇史 岩崎紗佑美 佐々木晟仁
松 島 中 電

独 身 住 宅

長 沼

鶯 巣 服部　誠司 田嶋　迪朗

十 久 保 大平　卓治 飯泉　幸大

下 山 後藤　浩二 青木裕一郎

中 井 侍 斎藤　正宏 大山　哲平

上平うぐす宇連 瀧澤　　翔 福士　冬吾

福 島 後藤　浩二 藤澤　久美 小林　勇太

倉 の 平 野竹　英二 若月　瑞歩

坂 部 宮澤　寿幸 瀧澤　　翔

中 組 宮下　正和 西村　颯真

戸 ロ 渡久山直樹 岩崎紗佑美

大 久 那 橘　　謙治 斉藤　佑馬

合 戸
中島　俊博 坂田　一万

見 遠

向 方
大平　崇史 田嶋　迪朗

峠 山

大 河 内 伊藤　祐介 内藤　孝雄

梨 畑 松澤　一生 大平　成二
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おもな事業名 事業費 事業内容
【新】なんでも館冷暖房設備改修工事 6,465万円 なんでも館の冷暖房設備が故障したため、改修するための費用です。

【新】DX推進等業務委託料 413万円 役場の業務をデジタル化・効率化するためのアドバイザー委託料
です。

【新】光キャストビジョン導入利用料 246万円 CATV光化に伴い高騰する利用料の激変緩和措置を実施するた
めの費用です。

【新】光キャストビジョンテレビ伝送サービス助成金 231万円 CATV光化に伴い発生する、テレビ伝送サービス導入工事費を
助成するための費用です。

【新】村会議員一般選挙 943万円 ４月に任期満了を迎える村会議員の選挙に係る費用です。

【新】高齢者生活支援商品券 870万円 物価の高騰による高齢者負担軽減のため、65歳以上一人当たり
15,000円分の商品券を交付するための費用です。

【新】林道向方中河内線改良舗装工事 1,650万円 林道向方中河内線の舗装改良工事に係る費用です。

【新】消防施設解体工事 144万円 消防団分団統合に伴い、不要となるポンプ小屋などを解体する
ための費用です。

【新】ヘリポート整備事業測量設計監督委託料 110万円 災害時に活用できるヘリポートの新設に係る費用です。

【新】住宅用地造成工事 5,000万円 西原地区に住宅を新築するための用地を造成する工事に係る費
用です。

村道改良事業 9,030万円 主に（仮称）村道新平神線開設・拡幅、村道天竜川線法面吹付
工事などに係る費用です。

　
令
和
７
年
度
天
龍
村
消
防
団

の
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
団
　
長
　
　
宮
下
　
正
和

〇
副
団
長
　
　
坂
田
　
一
万

〇
本
部
長
　
　
松
澤
　
一
生

〇
救
護
班
長
　
岩
崎
紗
佑
美

〇
分
団
長
　
　
熊
谷
　
大
喜

〇
副
分
団
長
　
鈴
木
　
竜
彦

〇
副
分
団
長
兼
旗
手

　
　
　
　
　
　
村
澤
　
雄
大

〇
部
　
長
　
　
大
平
　
成
二

〇
部
　
長
　
　
宮
澤
　
寿
幸

　
天
龍
村
消
防
団
は
、
令
和
７

年
度
よ
り
こ
れ
ま
で
の
２
つ
の

分
団
を
統
合
し
、
一
分
団
制
を

導
入
し
て
新
た
な
体
制
で
活
動

を
開
始
し
ま
す
。
今
後
と
も
消

防
団
活
動
へ
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
天
龍
村
役
場
の

職
員
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
畠

山
輝
正
と
申
し
ま
す
。

こ
の
度
ご
縁
が
あ
り
ま
し

て
、
こ
ち
ら
の
天
龍
村
に
お
世

話
に
な
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
天
龍
村
を
は
じ
め
長
野
県

に
住
む
こ
と
は
、
初
め
て
の
経

験
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
大
自

然
に
恵
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
環

境
を
感
じ
な
が
ら
働
け
る
こ
と

を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
の
経
験
を
活
か

し
、
天
龍
村
の
み
な
さ
ん
が
更

に
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
る

よ
う
、
精
一
杯
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

今
年
度
よ
り
天
龍
村
役
場
に

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
、
大
山
哲
平
と
申

し
ま
す
。

私
は
高
校
生
ま
で
天
龍
村
で

過
ご
し
、そ
の
後
大
学
を
経
て
、

県
外
や
飯
田
市
な
ど
で
働
い
て

き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
お
世
話
に
な
っ
た

地
元
天
龍
村
で
働
け
る
こ
と
に

非
常
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流

を
通
し
、
天
龍
村
の
力
に
な
れ

る
よ
う
積
極
的
に
業
務
に
携

わ
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。初

め
て
の
こ
と
が
多
く
、
至

ら
ぬ
点
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
天
龍
村
役
場
の

職
員
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
、
佐
々
木
晟
仁
と

申
し
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
、
東

京
の
大
学
で
経
済
学
を
中
心
に

勉
学
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

母
が
長
野
県
出
身
で
、
天
龍

村
に
は
旅
行
で
良
く
来
て
お

り
、
特
に
キ
ャ
ン
プ
場
や
羽
衣

崎
橋
の
景
色
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
の
景
色

が
た
く
さ
ん
あ
る
天
龍
村
で
働

け
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
感

じ
て
い
ま
す
。

役
場
職
員
と
し
て
も
村
民
と

し
て
も
一
年
目
で
、
至
ら
な
い

と
こ
ろ
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
村
に
貢
献
出
来
る
よ
う

に
精
一
杯
頑
張
っ
て
参
り
ま
す

の
で
、
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

23億7,100万円前年比6.6％増の

令和７年度 一般会計当初予算

令和７年度の一般会計及び特別会計の当初予算が３月定例議会で承認されました。
一般会計では、歳入・歳出総額が23億7,100万円となり、前年度比6.6％増となりました。

※掲載しているグラフについて、四捨五入により合計が100％にならない場合があります。

歳入項目 予算額 前年差 前年比 歳入についての説明
村 税 1億7,533万円 △1,298万円 93.1% みなさんから村に納めていただく税金の総額です。

地方交付税 10億6,126万円 △4,745万円 95.7% 国に納められた税の再分配や、過去に借り入れた起債（借
金）の償還金に対する補てんも含まれています。

国·県支出金 2億9,242万円 2,037万円 107.5% 定められた事業に対し、国や県から交付される補助金や
委託金です。

繰 入 金 3億8,348万円 1億5,603万円 168.6%
今まで積み立てていた基金（貯金）をさまざまな目的の
ために取り崩し、一般会計に繰り入れます。村の借金の
繰上償還（返済）などに活用します。

村 債 2億4,450万円 2,600万円 111.9%

道路整備などの財源として国から借り入れる借金です。
ただしのちに国から交付税措置が受けられる起債（辺地・
過疎対策事業債）など村の財政面で有利なものを借り入
れます。

令和７年度のおもな事業

国 民 健 康 保 険 1億8,251万円

介 護 保 険 3億1,864万円

後期高齢者医療保険 3,143万円

国民健康保険診療所 5,937万円

水 道 事 業 1億104万円

下 水 道 事 業 1億2,442万円

特　別　会　計

歳入
■自主財源　29.2%
　69,101万円
■依存財源　70.8%
　167,999万円

村税
17,533
7%

繰入金
38,348 16%

使用料及び手数料
4,548 2%

諸収入 3,361 1%

その他 5,311 2%

地方交付税
106,126 45%

村債
24,450 10%

県支出金
15,433 7%

国庫支出金
13,809 6%

その他
8,181
4%

（単位：万円）

消
　
　防

消
　
　防

（教育委員会）

畠山 輝正

（建設課）

大山 哲平

（地域振興課）

佐々木晟仁

新
規
採
用
職
員
の
紹
介

はたけやま てるまさ

おおやま てっぺい

ささき あきひと
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４
月
20
日
㈰
か
ら
大
河
内
森

林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

オ
ー
ト
サ
イ
ト

　
１
区
画
１
泊
２
，
０
０
０
円

で
す
。

フ
リ
ー
サ
イ
ト

　
テ
ン
ト
１
張
１
泊
１
，
０
０

０
円
で
す
。

〇
営
業
期
間
…
４
月
20
日
㈰
か

ら
10
月
31
日
㈮
ま
で

〇
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
…
地

域
振
興
課
商
工
観
光
係

　（
☎
32-

１
０
２
３
）

〇
管
理
人
…
吉
田
勇
次

　
４
月
１
日
㈫
か
ら
営
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
１
プ
レ
イ
大
人
５
０
０
円
小

人
２
０
０
円
（
中
学
生
以
下
）

12
枚
綴
り
回
数
券
５
，
０
０
０

円
。

〇
営
業
期
間
…
４
月
１
日
㈫
か

ら
11
月
30
日
㈰
ま
で

〇
定
休
日
…
毎
週
火
曜
日

〇
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
…
地

域
振
興
課
商
工
観
光
課
係

（
☎
32-

１
０
２
３
）

〇
管
理
人
…
熊
谷
周
文

　
令
和
７
年
度
２
学
期
か
ら
天

龍
村
立
天
龍
小
中
学
校
に
留
学

を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

　
こ
の
事
業
は
、
都
市
部
な
ど

に
在
住
の
方
で
、
天
龍
村
の
自

然
環
境
や
交
流
・
体
験
を
希
望

す
る
親
子
や
、
天
龍
村
に
お
住

い
の
方
の
お
孫
さ
ん
で
天
龍
村

立
天
龍
小
中
学
校
に
留
学
を
希

望
さ
れ
る
方
を
対
象
と
し
た
親

子（
孫
）留
学
制
度
で
、
現
在
４

家
族
が
天
龍
村
に
留
学
し
て
い

ま
す
。

　
留
学
を
希
望
さ
れ
る
方
に

は
、
事
前
の
見
学
会
や
面
談
を

行
い
ま
す
。

【
募
集
対
象
】

　
令
和
７
年
８
月
入
学

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
地
域
振
興
課
　
移
住
定
住
推

進
係
（
☎
32-

１
０
２
３
）

　
天
龍
村
観
光
協
会
で
「
天
龍

村
方
言
ス
タ
ン
プ
」
の
販
売
を

開
始
し
ま
し
た
。
天
龍
村
の
特

産
品
が
か
わ
い
い
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
な
っ
て
天
龍
村
お
な
じ

み
の
フ
レ
ー
ズ
が
メ
ッ
セ
ー
ジ

ア
プ
リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
中
で
ス
タ

ン
プ
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。「
天
龍
村
方
言
ス
タ
ン

プ
」
は
ア
プ
リ
内
の
ス
ト
ア
で

ご
購
入
く
だ
さ
い
。

　
天
龍
村
で
重
要
課
題
の
一
つ

で
あ
る
空
き
家
対
策
に
つ
い

て
、
早
急
な
解
決
策
が
求
め
ら

れ
て
い
る
中
で
、
平
成
29
年
度

に
天
龍
村
空
家
等
対
策
協
議
会

を
発
足
し
、
空
き
家
の
現
地
調

査
の
実
施
や
、
危
険
空
き
家
へ

の
対
応
策
を
検
討
し
て
き
ま
し

た
。

　
村
内
の
空
き
家
数
は
年
々
増

加
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
に

各
地
区
の
区
長
さ
ん
に
ご
協
力

い
た
だ
き
な
が
ら
調
査
し
た
と

こ
ろ
、「
１
年
以
上
使
用
の
な

い
空
き
家
」
は
、
２
６
０
件
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
空
き
家
に
つ
い
て
、

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
６
年
度

に
か
け
て
、
直
営
ま
た
は
業
者

委
託
に
て
危
険
度
調
査
を
進

め
、
令
和
５
年
度
時
点
で
現
存

す
る
空
き
家
の
調
査
は
完
了
し

ま
し
た
。

　
２
６
０
件
の
中
で
特
定
空
家

（
危
険
度
が
高
い
空
き
家
）
は

現
時
点
で
16
件
あ
り
、
所
有
者

に
助
言
・
指
導
を
行
い
適
正
な

管
理
を
促
し
て
い
ま
す
。

　
天
龍
村
の
空
き
家
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
天
龍
村
空
家
等
対
策
協

議
会
で
対
応
策
を
検
討
し
、
少

し
で
も
危
険
空
き
家
が
減
る
よ

う
努
め
ま
す
。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

事
業
を
活
用
し
、
昨
年
度
は
村

道
天
竜
川
線
法
面
防
災
工
事
、

林
道
大
河
内
向
山
線
舗
装
改
良

工
事
、
保
育
所
運
営
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。こ
の
交
付
金
は
、

ダ
ム
な
ど
の
発
電
施
設
の
あ
る

市
町
村
に
交
付
さ
れ
、
天
龍
村

に
は
約
３
千
万
円
が
毎
年
度
交

付
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
事
業
概
要

①
村
道
天
竜
川
線

　
　法
面
防
災
工
事

当
路
線
は
永
年
の
風
雨
に
よ

る
浸
食
に
よ
っ
て
表
面
の
風
化

が
進
行
し
て
お
り
、
吹
付
工
法

に
よ
る
安
定
確
保
が
重
要
で
あ

り
ま
し
た
。
今
回
の
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
で
年
に
10
数
件
ほ

ど
発
生
し
て
い
た
当
該
区
間
の

落
石
発
生
の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
、

住
民
の
方
が
安
心
し
て
走
行
で

き
る
路
線
と
な
る
よ
う
、
安
全

性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

②
林
道
大
河
内
向
山
線

　
　
　
　
　
　改
良
工
事

当
路
線
は
、
大
河
内
地
区
の

森
林
整
備
や
管
理
を
す
る
う
え

で
重
要
な
路
線
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
路
面
の
舗
装
が
さ
れ
て
い

な
い
区
間
が
多
く
、
こ
れ
ま
で

年
間
２
〜
３
回
路
面
整
備
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
本
事
業
で

路
面
の
舗
装
改
良
を
実
施
し
た

こ
と
で
、
利
用
者
が
安
心
安
全

に
利
用
で
き
る
路
線
と
な
り
ま

し
た
。

③
保
育
所
運
営
事
業

保
育
士
５
名
分
の
人
件
費

（
８
ヶ
月
分
及
び
期
末
勤
勉
手

当
）
を
確
保
で
き
、
地
域
格
差

の
な
い
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
継
続
し
て
保
育
環
境
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
４
月
１
日
か
ら
板
倉
恒
夫
さ

ん
に
代
わ
り
、
新
た
に
大
平
寿

子
さ
ん
（
岡
本
区
）
が
行
政
相

談
委
員
と
し
て
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
平
寿
子
さ
ん
は
、
長
年
、

村
の
職
員
な
ど
行
政
に
携
わ
っ

た
経
験
を
お
持
ち
で
あ
り
、

様
々
な
相
談
に
応
じ
て
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
の
度
、
退
任
さ
れ

ま
し
た
板
倉
恒
夫
さ
ん
は
、
令

和
元
年
か
ら
３
期
６
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
多
く
の
方
の
相
談

に
対
し
て
、
適
切
な
助
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
長
年
の
ご
尽

力
に
対
し
ま
し
て
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　「
行
政
相
談
」
と
は
、
み
な

さ
ん
か
ら
、
国
の
役
所
な
ど
が

行
っ
て
い
る
仕
事
に
関
す
る
意

見
や
要
望
を
お
聞
き
し
て
、
そ

の
解
決
や
実
現
を
図
る
も
の

で
、
こ
の
身
近
な
窓
口
が
行
政

相
談
委
員
で
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

行
政
相
談
委
員
に

 

岡
本
区 
大
平
寿
子
さ
ん

村道天竜川線

林道大河内向山線保育所運営事業

大
河
内
森
林
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン

ニ
セ
ン
ジ
自
然
公
園

パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

令
和
７
年
度
２
学
期

天
龍
村
龍
の
子
留
学
生

（
親
子
留
学

･
孫
留
学
）の
募
集

天
龍
村
方
言

　
　
ス
タ
ン
プ
販
売
中

天
龍
村
の

　
空
き
家
に
つ
い
て

購入用QR



④㉑

広 報　天　龍　第223号 令和７年（2025年）４月24日

　
普
段
の
通
勤
通
学
や
お
出

か
け
に
、
ぜ
ひ
Ｊ
Ｒ
飯
田
線

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

鉄
道
の
コ
コ
が
便
利
！

・
時
間
に
正
確
で
安
全

・
移
動
し
な
が
ら
読
書
や
食

事
も
楽
し
め
る

・
環
境
に
や
さ
し
い

　
車
内
の
換
気
、
乗
務
員
の

マ
ス
ク
着
用
な
ど
、
感
染
症

対
策
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　「
公
会
計
」
と
は
、
学

校
給
食
費
を
村
の
歳
入
予

算
・
歳
出
予
算
に
計
上
し
、

議
会
の
承
認
を
経
た
う
え

で
、
村
が
徴
収
・
管
理
し

て
い
く
と
い
う
方
法
で
す
。

　
村
で
は
、
平
成
29
年
度
よ
り

小
中
学
校
の
給
食
費
を
完
全
無

償
化
し
て
お
り
、
一
部
公
会
計

化
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
ま
で

学
校
の
先
生
が
行
っ
て
く
れ
て

い
た
食
材
納
入
業
者
へ
の
支
払

い
も
直
接
村
が
行
う
こ
と
で
完

全
公
会
計
化
を
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
学
校
現
場
に

お
け
る
支
払
業
務
を
削
減
し
、

教
職
員
の
事
務
負
担
の
軽
減
を

図
り
ま
す
。

　
な
お
、
昨
今
の
物
価
高
騰
な

ど
に
よ
り
、
令
和
７
年
度
か
ら

給
食
費
を
小
中
と
も
20
円
ず
つ

ア
ッ
プ
し
、
小
学
校
１
食
３
３

０
円
、
中
学
校
１
食
３
７
０
円

と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
全

額
村
で
負
担
し
ま
す
。

　
内
容
は
、
保
育
内
容
支
援
、

代
替
保
育
に
係
る
連
携
協
力

に
関
す
る
見
直
し
な
ど
、
法

律
の
改
正
に
準
じ
て
、
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
食
事
の
提
供
に
必

要
な
配
慮
や
、保
育
内
容
支
援
、

代
替
保
育
に
係
る
連
携
協
力
に

関
す
る
見
直
し
な
ど
、
法
律
の

改
正
に
準
じ
て
、
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

○
令
和
７
年
度
天
龍
村
議
会
事

業
計
画
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
７
年
度
の
議

会
の
事
業
計
画
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

○
天
龍
村
議
会
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
法
律
の
改
正
に
準

じ
て
、
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

○
天
龍
村
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

内
、
令
和
７
年
３
月
31
日
に
任

期
満
了
と
な
り
ま
す
宮
澤
弘
明

氏
（
東
原
Ａ
区
）
の
再
任
に
つ

い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

○
最
低
賃
金
法
の
改
正
と
中
小

企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳

情
　
審
議
の
結
果
、
採
択
さ
れ
、

関
係
大
臣
ほ
か
へ
意
見
書
を
送

付
し
ま
し
た
。

○
大
平
正
長
議
員

一
、（
主
）
飯
田
富
山
佐
久
間

線
の
改
良
整
備
促
進
及
び
国

道
昇
格
に
つ
い
て

二
、
道
の
駅
整
備
計
画
に
つ
い

て
三
、三
遠
南
信
自
動
車
道
　（
仮

称
）
青
崩
峠
ト
ン
ネ
ル
の
開

通
を
前
に
し
た
観
光
振
興
に

つ
い
て

○
村
松
克
一
議
員

一
、
定
住
政
策
に
つ
い
て

二
、
村
最
大
の
テ
ー
マ
待
っ
た

な
し
の
高
齢
者
福
祉
・
医
療

に
つ
い
て

○
熊
谷
美
沙
子
議
員

一
、
天
龍
村
の
教
育
に
つ
い
て

二
、
地
域
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
計
画
（
地
域
計
画
）
の

策
定
に
つ
い
て

三
、
天
龍
村
赤
十
字
奉
仕
団
の

位
置
づ
け
な
ど
に
つ
い
て

同
意
さ
れ
た
案
件

一
　般
　質
　問

陳
　
　
　情

◎令和６年度　補正予算（１月臨時議会）
会計名 補正前の額 補正額 計

一 般　（第５号） 24億7,161万円 3,616万円 25億777万円
介 護 保 険　（第４号） 3億4,144万円 99万円 3億4,243万円
国民健康保険診療所　（第４号） 6,694万円 35万円 6,729万円

会計名 補正前の額 補正額 計
村営水道事業
（第４号） 収益的 収入 5,104万円 27万円 5,131万円

支出 6,660万円 31万円 6,691万円
村営下水道事業
（第３号） 収益的 収入 7,477万円 29万円 7,506万円

支出 7,996万円 29万円 8,025万円
◎令和６年度　補正予算（３月議会）

会計名 補正前の額 補正額 計
一　　　　　般　（第６号）専決 25億777万円 0万円 25億777万円
一　　　　　般　（第７号） 25億777万円 6,308万円 25億7,085万円
介　護　保　険　（第５号） 3億4,243万円 353万円 3億4,596万円
国民健康保険診療所（第５号） 6,729万円 186万円 6,915万円

会計名 補正前の額 補正額 計

村営水道事業
（第５号）

収益的 収入 5,131万円 45万円 5,176万円
支出 6,691万円 93万円 6,784万円

資本的 収入 5,131万円 0万円 5,131万円
支出 5,303万円 0万円 5,303万円

村営下水道事業
（第４号）

収益的 収入 7,506万円 △84万円 7,422万円
支出 8,025万円 △37万円 7,988万円

資本的 収入 2,842万円 △165万円 2,677万円
支出 2,842万円 △165万円 2,677万円

令
和
７
年
度
か
ら

学
校
給
食
費
を

完
全
公
会
計
化
し
ま
す

◎村営バス等のゴールデンウィーク中の運行について
4/29

（火・祝）
4/30
（水）

5/1
（木）

5/2
（金）

5/3
（土・祝）

5/4
（日・祝）

5/5
（月・祝）

5/6
（火・祝）

村営バス神原線
（平岡郵便局～大河内）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

通常運行（天候などの状況により、臨時便または運休となる場合があります）

村営バス阿南線
（JR平岡駅～JR温田駅）

× ○ ○ ○ × × × ×

要予約（乗車希望日３日前までに役場総務課企画財政係へご連絡ください）

広域バス平岡線
（平岡～和田）

× ○ ○ ○ × × × ×

運休 通常運行 運休

乗合タクシー平岡線
（平岡～和田）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

土日祝ダイヤ 平日ダイヤ 土日祝ダイヤ

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
広
報
天
龍
第
２
２
２
号
（
１

月
号
）
で
公
表
後
、
３
月
31
日

現
在
で
次
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
ご

希
望
の
方
の
み
、
氏
名
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
高
木
　
弘
美
様

●
三
石
　
隆
司
様

●
竹
村
　
修
　
様

　
今
回
は
59
名
の
方
か
ら
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金

は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

な
ど
か
ら
も
お
申
込
み
が
で
き

ま
す
。

　
決
済
方
法
は
金
融
機
関
か
ら

の
振
込
み
の
ほ
か
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
役
場

窓
口
で
も

承
り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
飯
田
線
を

  

利
用
し
ま
し
ょ
う
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長
野
県
か
ら
自
動
車
税
種
別

割
の
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま

す
。５

月
中
旬
に
は
お
手
元
に
届

き
ま
す
の
で
、
納
期
内
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
・
県
税
事
務
所
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
な
ど
で
納
付
で

き
ま
す
。

納
付
後
す
ぐ
に
継
続
検
査

（
車
検
）
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

納
税
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
県
税
事
務

所
で
の
納
付
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

南
信
県
税
事
務
所
飯
田
事
務
所

☎
０
２
６
５‒

53‒

０
４
０
５

※
納
付
方
法
に
つ
い
て
詳
し
く

は
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
、
㈱
デ
ン

ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標

で
す
。

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
限
は
６
月
２
日
㈪
で
す

県税の納付
方法について

　
令
和
７
年
度
の
異
動
に
よ

り
、
次
の
先
生
方
が
村
内
の
小

中
学
校
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
天
龍
小
中
学
校
（
兼
務
）〉

◇
伊
藤
　
信
治
（
教
頭
）

◇
池
田
　
知
佳
（
養
護
）

〈
天
龍
小
学
校
〉

◇
岡
村
　
綾
亮
（
３
・
４
年
生
）

◇
五
味
洸
太
朗
（
５
年
生
）

◇
仲
村
　
信
治
（
高
学
年
専
科

（
理
科
））

〈
天
龍
中
学
校
〉

◇
金
田
　
信
夫
（
技
術
）

学
　
　校

学
　
　校

〔
人
事
異
動
〕 

※
敬
称
略

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
３
月
31
日
付
で
次
の
職
員
が

退
職
と
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南信州の14市町村と民間団体で組織される南信州ご当地ナンバー創設推
進協議会では、ご当地ナンバーの導入を目指して取り組んできましたが、令
和７年１月には国土交通省より、南信州ナンバーデザインの決定が発表され、
５月７日から「南信州」のナンバープレートの交付が開始されます。
５月７日以降に新たに車を購入または譲り受けた際に「南信州」のナン

バープレートが交付されるようになり、「松本」ナンバーは選択できなくな
ります。図柄の有無及びカラーか白黒かについては選択ができます。
●交付開始日：令和７年５月７日㈬
●事前申し込み：令和７年４月７日㈪～
【申し込み方法】
◆車両の購入時：販売店にご相談ください。
◆代行を依頼する場合：販売店、自動車整備工場、行政書士にご相談ください。
◆ご自身で手続きをする場合：自動車標板協会松本支所へ直接または郵送な
どで「希望ナンバー」をお申込みください。

※代行手続きには手数料がかかります。

【ご当地ナンバー導入後】〈参考〉図柄入りモノクロ

★詳しくは、南信州広域連合事務局へお問い合わせください。☎0265-53-7100

（※１）左記の図柄入りモノクロに加え、カラー仕様か図
柄なしのデザインの３種類が選べます。

（※２）カラーを選択する場合は交付手数料に加えて寄付
金が必要となります。

ご当地ナンバー「南信州」ナンバーが交付開始されます!
日ごろは村政に対しまして、ご理解ご協力をいただき、ありがとうございます。
さて、この度村では、かねてより村民のみなさんより要望があった、阿南病院方面行きのバ
ス「村営バス阿南線」の運行が、令和７年４月1日㈫よりスタートしました。
つきましては以下の内容をご確認いただき、ぜひご利用ください。
①運行の目的
➡村民のみなさんが、近隣の総合病院や歯科医院への通院、飯田市方面の病院への通院及び
商業施設への交通を確保することが目的です。（原則、目的外の利用は認められません。）

②乗車対象の方
➡村に住所を有する方で、かつ本路線に定められている運行目的のために乗車しようとする
方。（予約の時点で対象にならないと判断した場合、予約をお断りさせていただきます。）

③乗車の方法
➡事前に役場に電話で予約していただく 予約制（デマンド方式） で運行します。

※乗車希望日の３日前までに必ず予約してください。
予約受付時間は、朝８時30分～夕方５時15分までです。（土日祝・役場閉庁後は予約をお受
けできません）
※予約のキャンセルについては、原則前日まで受け付けます。当日キャンセルとなった場合は、予約いただいた
乗車区間分の運賃をキャンセル料として役場に納付していただきます。（診察時間が伸びてしまい、帰りの便
に乗れなかった。など利用者の責によらない場合についてはキャンセル料をいただきません。）
※村外居住者については、本路線の目的とは異なるため、予約の時点でお断りさせていただきます。

④時刻表
運休日：土日祝日及び12月29日～１月３日（＝阿南病院休診日）

・行きの便は、南部公共バス阿南線飯田方面行（阿南病院前7：56発）に乗ることができます。
・阿南病院及びみやじま歯科医院は、受け付け開始前であっても待合室でお待ちいただけます。

⑤運賃
〇平岡駅から平岡郵便局までの間について、行きの便は乗車専用
とし、帰りの便は降車専用とします。当該区間内の移動を目的
とした乗車はできません。
〇同じように、阿南病院から温田駅の間についても、行きの便は
降車専用、帰りの便は乗車専用とします。当該区間内の移動を目的とした乗車はできません。
⑥予約・お問い合わせ先
☎0260-32-2001　天龍村役場総務課企画財政係
ご予約は、乗車希望日の３日前まで！（土日祝・役場閉庁時は予約をお受けできません）

行き（JR温田駅行き） 帰り（JR平岡駅行き）
停留所 時　刻 停留所 時　刻

平岡駅 7：30 温田駅 10：27
長野町 7：31 阿南病院 10：30
診療所前 7：31 味覚小屋 10：37
平岡郵便局 7：32 平岡郵便局 10：48
味覚小屋 7：43 診療所前 10：49
阿南病院 7：50 長野町 10：49
温田駅 7：53 平岡駅 10：50

村営バス阿南線の運行開始について

温田駅
阿南病院 乗降専用

味覚小屋 100 120
平岡郵便局

乗降専用 200 250診療所前
長　野　町
平　岡　駅
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南信州の14市町村と民間団体で組織される南信州ご当地ナンバー創設推
進協議会では、ご当地ナンバーの導入を目指して取り組んできましたが、令
和７年１月には国土交通省より、南信州ナンバーデザインの決定が発表され、
５月７日から「南信州」のナンバープレートの交付が開始されます。
５月７日以降に新たに車を購入または譲り受けた際に「南信州」のナン

バープレートが交付されるようになり、「松本」ナンバーは選択できなくな
ります。図柄の有無及びカラーか白黒かについては選択ができます。
●交付開始日：令和７年５月７日㈬
●事前申し込み：令和７年４月７日㈪～
【申し込み方法】
◆車両の購入時：販売店にご相談ください。
◆代行を依頼する場合：販売店、自動車整備工場、行政書士にご相談ください。
◆ご自身で手続きをする場合：自動車標板協会松本支所へ直接または郵送な
どで「希望ナンバー」をお申込みください。

※代行手続きには手数料がかかります。

【ご当地ナンバー導入後】〈参考〉図柄入りモノクロ

★詳しくは、南信州広域連合事務局へお問い合わせください。☎0265-53-7100

（※１）左記の図柄入りモノクロに加え、カラー仕様か図
柄なしのデザインの３種類が選べます。

（※２）カラーを選択する場合は交付手数料に加えて寄付
金が必要となります。

ご当地ナンバー「南信州」ナンバーが交付開始されます!
日ごろは村政に対しまして、ご理解ご協力をいただき、ありがとうございます。
さて、この度村では、かねてより村民のみなさんより要望があった、阿南病院方面行きのバ
ス「村営バス阿南線」の運行が、令和７年４月1日㈫よりスタートしました。
つきましては以下の内容をご確認いただき、ぜひご利用ください。
①運行の目的
➡村民のみなさんが、近隣の総合病院や歯科医院への通院、飯田市方面の病院への通院及び
商業施設への交通を確保することが目的です。（原則、目的外の利用は認められません。）

②乗車対象の方
➡村に住所を有する方で、かつ本路線に定められている運行目的のために乗車しようとする
方。（予約の時点で対象にならないと判断した場合、予約をお断りさせていただきます。）

③乗車の方法
➡事前に役場に電話で予約していただく 予約制（デマンド方式） で運行します。

※乗車希望日の３日前までに必ず予約してください。
予約受付時間は、朝８時30分～夕方５時15分までです。（土日祝・役場閉庁後は予約をお受
けできません）
※予約のキャンセルについては、原則前日まで受け付けます。当日キャンセルとなった場合は、予約いただいた
乗車区間分の運賃をキャンセル料として役場に納付していただきます。（診察時間が伸びてしまい、帰りの便
に乗れなかった。など利用者の責によらない場合についてはキャンセル料をいただきません。）
※村外居住者については、本路線の目的とは異なるため、予約の時点でお断りさせていただきます。

④時刻表
運休日：土日祝日及び12月29日～１月３日（＝阿南病院休診日）

・行きの便は、南部公共バス阿南線飯田方面行（阿南病院前7：56発）に乗ることができます。
・阿南病院及びみやじま歯科医院は、受け付け開始前であっても待合室でお待ちいただけます。

⑤運賃
〇平岡駅から平岡郵便局までの間について、行きの便は乗車専用
とし、帰りの便は降車専用とします。当該区間内の移動を目的
とした乗車はできません。
〇同じように、阿南病院から温田駅の間についても、行きの便は
降車専用、帰りの便は乗車専用とします。当該区間内の移動を目的とした乗車はできません。
⑥予約・お問い合わせ先
☎0260-32-2001　天龍村役場総務課企画財政係
ご予約は、乗車希望日の３日前まで！（土日祝・役場閉庁時は予約をお受けできません）

行き（JR温田駅行き） 帰り（JR平岡駅行き）
停留所 時　刻 停留所 時　刻

平岡駅 7：30 温田駅 10：27
長野町 7：31 阿南病院 10：30
診療所前 7：31 味覚小屋 10：37
平岡郵便局 7：32 平岡郵便局 10：48
味覚小屋 7：43 診療所前 10：49
阿南病院 7：50 長野町 10：49
温田駅 7：53 平岡駅 10：50

村営バス阿南線の運行開始について

温田駅
阿南病院 乗降専用

味覚小屋 100 120
平岡郵便局

乗降専用 200 250診療所前
長　野　町
平　岡　駅
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私たちの村
－４月１日現在－
人口 998 人

男 477 人 女 521 人
世帯数 590 世帯

2025年４月24日

㉔①

令和７年（2025年）４月24日

式天龍保育所入園

４月４日㈮に、天龍小学校、天龍中学校の入学式が開かれました。
今年度の新入生は、小学校が男子２名・女子１名、中学校は男子２名・女子１名です。天候
にも恵まれ、とても穏やかな雰囲気の中で行われました。小学生は期待に胸を膨らませ元気な
姿を、中学生は制服に包まれ少し緊張した姿を見せてくれました。今後の成長を期待しつつ、
地域一丸となり子どもたちを見守りましょう。
また入学式終了後、村長より児童生徒一人一人に入学祝品と、小学生には村より緑化木のシャ
クナゲ、飯田信用金庫よりハンカチ、興亜エレクトロニクス㈱より防犯ブザーが贈呈されました。
 

 

 

４月３日㈭に、新しいお友達２名を迎え全園児16名
で元気よく新年度がスタートしました。よく食べ、よ
く寝て、よく遊び、心も身体も大きくなります。地域
のみなさんも是非遊びに来てください。
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表彰式・除幕式での記念撮影の様子（役場郵便ポスト前）
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